
https://www.youtube.com/user/koganeishigikai
市議会の本会議・委員会等の様子をYouTubeで配信しています。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
総

額
が
前
年
度
比
約
３
・
０
％
の
増
加
と

な
る
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
466
億
８
千

800
万
円
で
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
に

当
た
り
、
議
長
を
除
く
全
議
員
で
構
成

す
る
予
算
特
別
委
員
会　
（
村
山
ひ
で

き
委
員
長
）
に
付
託
し
、
７
日
間
に
わ

た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

３
月
28
日
の
本
会
議
で
は
、
組
替
え

動
議
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
否
決
し

た
後
、
原
案
に
つ
い
て
採
決
を
行
い
、

起
立
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
一
般
会
計
以
外
の
国
民
健
康

保
険
、
介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療

の
特
別
会
計
及
び
下
水
道
事
業
会
計
に

つ
い
て
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

令
和
4
年
第
1
回

　

定
例
会
日
誌

【
２
月
】

17
日　

�

本
会
議
（
令
和
４
年
度
施

政
方
針
、
議
案
の
審
議
・

委
員
会
付
託
・
採
決
、
陳

情
の
採
決
）

18
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・

委
員
会
付
託
）

20
日　

�

本
会
議
（
令
和
４
年
度
施

政
方
針
の
質
疑
）

24
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

25
日　

議
会
運
営
委
員
会

28
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

【
３
月
】

１
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

２
日　

�

本
会
議
（
一
般
質
問
、
議

案
の
審
議
・
委
員
会
付
託
、

議
員
提
出
議
案
の
審
議
・

採
決
、
陳
情
の
委
員
会
付

託
）

３
日　

�

基
本
構
想
審
査
特
別
委
員

会

４
日　

厚
生
文
教
委
員
会

７
日　

建
設
環
境
委
員
会

８
日　

総
務
企
画
委
員
会

９
日　

予
算
特
別
委
員
会

10
日　

予
算
特
別
委
員
会

11
日　

予
算
特
別
委
員
会

14
日　

予
算
特
別
委
員
会

15
日　

予
算
特
別
委
員
会

16
日　

予
算
特
別
委
員
会

　
　
　

�

基
本
構
想
審
査
特
別
委
員

会

17
日　

�

庁
舎
等
建
設
及
び
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
調

査
特
別
委
員
会

18
日　

�

行
財
政
改
革
推
進
調
査
特

別
委
員
会

22
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
訂
正
、

委
員
会
付
託
案
件
の
採
決
、

議
員
提
出
議
案
の
審
議
・

採
決
）

　
　
　

�

基
本
構
想
審
査
特
別
委
員

会

　
　
　

厚
生
文
教
委
員
会

23
日　

建
設
環
境
委
員
会

　
　
　

総
務
企
画
委
員
会

　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

24
日　

�

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案

件
の
採
決
、
会
期
の
延
長
）

　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

28
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・

採
決
、
委
員
会
付
託
案
件

の
採
決
、
議
員
提
出
議
案

の
審
議
・
採
決
、
陳
情
の

委
員
会
付
託
）

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
（
鈴
木
成
夫
議
長
）
は
、
２
月
17
日
に
開
会
し
、
４
日
間

の
会
期
延
長
を
経
て
、
３
月
28
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
６
月
に
市
長
が
提
案
し
た
第
５
次
基
本
構
想
・
基
本
計
画
（
長
期
総

合
計
画
基
本
構
想
の
策
定
に
つ
い
て
）
を
審
査
し
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
12
月
の

基
本
構
想
審
査
特
別
委
員
会
協
議
会
で
、
市
長
は
「
中
期
財
政
計
画
（
案
）
は
、

庁
舎
等
複
合
施
設
建
設
事
業
の
検
討
も
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
必
要
か
、

令
和
４
年
１
月
下
旬
ま
で
に
相
談
さ
せ
て
欲
し
い
」
旨
の
発
言
を
し
ま
し
た
。

し
か
し
市
長
は
、
本
対
応
に
つ
い
て
、
１
月
28
日
、
３
月
３
日
の
委
員
会
で
は

示
さ
ず
、
３
月
16
日
の
委
員
会
で
、「
具
体
的
な
方
針
を
示
せ
ず
、
議
会
日
程
の

変
更
で
混
乱
を
も
た
ら
し
た
」
と
謝
罪
し
た
ほ
か
、「
こ
れ
ま
で
設
計
等
の
大
幅

見
直
し
は
否
定
的
で
あ
っ
た
が
、
議
会
の
決
議
や
市
民
の
意
見
を
踏
ま
え
、
設
計

や
建
設
の
時
期
を
大
胆
に
見
直
す
こ
と
も
含
め
、
議
会
と
協
議
す
る
場
を
設
け
た

い
」
旨
の
表
明
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
議
会
と
市
長
が
新
庁
舎
等
建
設
事
業
に
つ
い
て
協
議
す
る

こ
と
を
前
提
に
、
３
月
22
日
の
委
員
会
で
は
質
疑
を
再
開
し
、
４
日
間
の
会
期
延

長
の
末
、
３
月
28
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
長
か
ら
、
こ
の
間
の
対
応
に
つ
い
て
自
身
の
責
任
を
明
確
に
す
る
た

め
、
給
料
を
10
％
減
額
す
る
「
令
和
４
年
４
月
に
小
金
井
市
長
に
支
給
す
る
給
料

の
特
例
に
関
す
る
条
例
」
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
議
員
か
ら
「
庁
舎
等
複
合
施
設
の
建
設
に
向
け
て
、
市
長
と
市
議
会

の
協
議
の
場
に
お
い
て
、
着
工
可
能
な
成
案
を
得
ら
れ
る
よ
う
全
力
を
傾
注
す
る

こ
と
を
表
明
す
る
決
議
」
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

一般会計 予算額466億8,800万円 ※金額は、千円の位を
四捨五入しています。

市税
218億8,111万円46.9％

国庫支出金92億2,103万円19.8％

その他
45億2,192万円   9.6％

地方消費税交付金
26億1,300万円   5.6％
市債
10億3,330万円   2.2％

都支出金 
74億1,764万円15.9％

歳入その他
  3億5,812万円0.7％
議会費
  3億7,050万円 0.8％
消防費
16億3,254万円 3.5％
公債費
22億1,691万円4.8％
教育費
38億8,727万円8.3％

民生費248億6,840万円53.3％
衛生費  52億2,471万円11.2％
土木費 41億1,994万円　8.8％
総務費 40億　961万円 8.6％

歳出

第
1
回
定
例
会
の
概
要

庁
舎
建
設
問
題
を
め
ぐ
り

第
５
次
基
本
構
想
の
審
査
が
混
乱
し
、会
期
を
４
日
間
延
長

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
を
可
決

一
般
会
計
当
初
予
算
を
可
決

第
５
次
基
本
構
想
を
可
決

令
和
４
年
度

感
染
症
対
策
の
た
め
、
傍
聴
席
数
を
減
ら
し
て
お
り
ま
す
。
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
別

室
で
音
声
の
み
の
ご
案
内
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
・
動
画
配
信
も
行

っ
て
お
り
ま
す
。

日　

時　

�

６
月
５
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら　
　

場　

所　

�

議
場
（
市
役
所
本
庁
舎
４
階
）

内　

容　

一
般
質
問　
　

そ
の
他　

手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

日曜議会を
開催します

「市長との協議の場にて着工可能な成案を得られるよう全力を傾注」市議会決議

庁舎等建設「設計等の大胆な見直しも含め議会と協議を」市長発言
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各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

日
本
共
産
党
が
求
め
て
き
た
居
住

支
援
協
議
会
の
設
置
や
認
知
症
高
齢

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
整
備
な
ど
、多

く
の
市
民
生
活
支
援
が
含
ま
れ
て
お

り
そ
の
点
は
評
価
を
す
る
が
以
下
の

点
に
つ
い
て
問
題
が
あ
り
反
対
す
る
。

①
コ
ロ
ナ
対
策
と
市
民
生
活
支
援
策

が
不
十
分
な
こ
と
。②
国
保
税
の
値

上
げ
な
ど
市
民
負
担
増
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
。③
ご
み
減
量
に
逆
行
す

る
補
助
金
の
引
下
げ
が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
。④
新
庁
舎
建
設
事
業
や
公

立
保
育
園
廃
園
方
針
案
に
つ
い
て
市

民
や
議
会
の
声
を
聞
か
な
い
強
引
な

市
政
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

五
十
嵐
京
子
（
自
民
党
・
信
頼
）

コ
ロ
ナ
対
策
を
始
め
市
民
生
活
に

不
可
欠
な
予
算
で
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル

化
推
進
な
ど
評
価
で
き
る
項
目
も
あ

る
が
、
今
定
例
会
の
市
長
の
予
算
提

案
姿
勢
に
は
問
題
が
あ
っ
た
。
自
ら

予
算
の
提
案
を
し
な
が
ら
審
査
に
水

を
指
す
よ
う
な
状
態
を
作
り
、
審
査

が
で
き
る
よ
う
な
条
件
整
備
も
議
会

に
任
せ
き
り
で
、
市
長
と
し
て
考
え

ら
れ
な
い
事
態
で
あ
っ
た
。

公
共
施
設
の
更
新
、
庁
舎
の
建
設
、

福
祉
事
業
の
充
実
等
多
く
の
課
題
を

抱
え
、
一
つ
と
し
て
気
を
抜
け
な
い

市
政
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
計
画
的

に
執
行
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

片
山
か
お
る
（
市
民
カ
エ
ル
）

中
期
財
政
計
画
と
新
庁
舎
建
設
に

つ
い
て
市
長
の
答
弁
が
先
送
り
さ
れ
、

が
乏
し
い
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
社
会
経
済
や
市
民
生
活
に

与
え
る
影
響
を
考
慮
す
る
こ
と
を
求

め
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

小
中
学
校
の
「
洋
式
ト
イ
レ
」に

つ
い
て
校
舎
内
で
新
た
に
47
基
設
置

さ
れ
る
こ
と
を
確
認
、新
年
度
末
に

は
60
・
５
％
と
な
り
、令
和
７
年
度

末
に
は
80
％
を
目
指
す
こ
と
も
再
確

認
で
き
た
。「
産
後
ケ
ア
」に
つ
い
て

は
、自
己
負
担
が
、日
帰
り
は
６
千
円

か
ら
３
千
円
に
、宿
泊
は
１
万
２
千

円
か
ら
６
千
円
へ
と
大
幅
に
軽
減
さ

れ
、更
に
利
用
し
や
す
く
な
る
。ほ
か
、

若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
代

層
が
楽
し
め
る
「
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
教
室
」も
新
た
に
開
設
さ
れ
る

な
ど
、会
派
と
し
て
推
進
し
て
き
た

施
策
が
種
々
実
現
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

坂
井
え
つ
子
（
緑
・
つ
な
が
る
）

新
庁
舎
等
の
建
築
関
連
予
算
が
入

っ
て
い
な
い
の
で
賛
成
で
き
な
い
。

我
が
会
派
は
、今
の
設
計
と
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
で
進
め
る
よ
う
求
め
て
き
た
。

現
行
計
画
は
、こ
れ
ま
で
の
経
緯
が

あ
り
、建
設
を
止
め
る
事
由
は
な
い

と
判
断
し
て
い
る
。関
連
す
る
審
議

会
の
予
算
も
入
ら
ず
、市
民
参
加
へ

の
影
響
も
出
て
い
る
。無
策
の
先
送

り
は
や
め
る
べ
き
。市
長
が
、「
設
計

や
建
設
の
時
期
を
大
胆
に
見
直
す
こ

と
も
含
め
、議
会
と
協
議
す
る
場
を

持
ち
た
い
」と
し
た
の
も
遺
憾
だ
。公

立
保
育
園
の
廃
園
方
針
は
、パ
ブ
コ

メ
後
の
判
断
を
見
定
め
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

斎
藤
康
夫
（
市
民
会
議
）

新
庁
舎
及
び
新
福
祉
会
館
の
設
計

は
、市
民
を
含
め
た
検
討
委
員
会
に

よ
る
基
本
構
想
、基
本
計
画
、建
設
計

画
調
査
を
経
て
、12
名
の
市
議
会
議

員
の
申
入
れ
を
設
計
条
件
と
し
た
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
コ
ン
ペ
に
て
選
出
さ
れ

た
設
計
案
で
進
ん
で
お
り
、民
主
的

会
期
延
長
も
含
む
議
会
日
程
の
大
幅

な
変
更
が
あ
っ
た
。市
長
の
提
案
姿

勢
に
大
き
な
疑
問
を
感
じ
る
。昨
年

の
予
算
審
議
時
は
何
一
つ
示
さ
れ
な

か
っ
た
公
立
保
育
園
廃
園
方
針
案
の

準
備
行
為
が
進
ん
で
い
る
。廃
園
方

針
案
を
撤
回
し
な
い
限
り
何
ら
か
の

名
目
で
廃
園
に
向
け
て
予
算
が
執
行

さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、本
予

算
は
認
め
ら
れ
な
い
。居
住
支
援
協

議
会
や
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

設
置
な
ど
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、

推
し
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

沖
浦
あ
つ
し
（
み
ら
い
）

前
年
度
比
13
億
円
増
、当
初
予
算

ベ
ー
ス
過
去
最
高
額
の
本
案
に
対
し
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
を
見
込
む
中

で
の
厳
し
い
予
算
編
成
な
が
ら
、児

童
福
祉
費
約
６
億
円
増
を
含
む
民
生

費
全
体
約
12
億
円
増
と
、子
育
て
環

境
や
暮
ら
し
に
直
結
す
る
事
業
へ
充

当
し
た
こ
と
を
評
価
し
賛
成
す
る
。

一
方
で
、中
断
し
た
新
庁
舎
等
複
合

施
設
建
設
は
新
年
度
に
「
協
議
の

場
」を
持
ち
、再
度
合
意
点
を
見
出
す

こ
と
と
な
っ
た
。何
が
決
ま
り
、い
つ

ま
で
に
、ど
う
な
る
の
か
一
日
も
早

く
市
民
に
お
示
し
で
き
る
よ
う
、行

政
も
議
会
も
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
大
三
（
情
報
公
開
）

反
対
理
由
①
職
員
人
件
費
の
削
減

に
向
け
て
具
体
的
な
取
組
が
乏
し
い
。

「
行
革
疲
れ
」な
ど
と
言
っ
て
い
る

場
合
で
は
な
い
。②
庁
舎
等
移
転
に

伴
う
跡
地
等
活
用
方
策
検
討
委
託
料

約
千
200
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

安
易
に
委
託
す
る
の
で
は
な
く
、行

政
自
ら
が
課
題
の
整
理
や
全
体
像
の

策
定
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。③
多
摩

26
市
で
最
高
額
の
国
民
健
康
保
険
税

の
値
上
げ
な
ど
、市
民
を
守
る
姿
勢

な
手
続
を
踏
ん
で
い
る
。第
二
庁
舎

の
35
年
間
の
賃
貸
料
は
新
庁
舎
の
建

設
費
に
相
当
す
る
。こ
の
行
政
効
果

は
自
前
庁
舎
の
４
分
の
１
と
非
効
率

で
あ
る
の
で
、新
庁
舎
建
設
は
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
進
め
る
べ
き
で
あ

る
。本
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
は
大
変
遺
憾
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

安
田
け
い
こ
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

子
ど
も
へ
の
環
境
教
育
充
実
の
た

め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
森
林
教
育

の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。市
全

体
で
子
ど
も
同
士
の
つ
な
が
り
を
作

り
、「
子
ど
も
環
境
会
議
」な
ど
子
ど

も
の
参
加
や
意
見
聴
取
の
機
会
へ
発

展
さ
せ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
反
対
意
見

の
多
い
優
先
整
備
路
線
に
つ
い
て
、

誰
が
読
ん
で
も
理
解
で
き
る
明
確
な

見
直
し
の
表
現
を
求
め
る
。Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
な
勧
奨
を
再
開

す
る
に
当
た
り
、子
宮
が
ん
検
診
の

重
要
性
の
周
知
、包
括
的
性
教
育
の

実
施
を
強
く
求
め
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

森
戸
よ
う
子
（
日
本
共
産
党
）

市
民
、部
局
の
皆
さ
ん
の
努
力
に

感
謝
す
る
。し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
新
し
い
社
会
を

迎
え
、公
的
な
責
任
を
果
た
す
こ
と

を
明
確
に
打
ち
出
す
べ
き
こ
と
、持

続
可
能
な
行
財
政
運
営
が
負
担
増
や

委
託
化
な
ど
市
民
犠
牲
の
「
行
革
」

を
よ
り
強
化
し
進
め
る
こ
と
に
繋
が

り
兼
ね
な
い
こ
と
、自
然
が
施
策
全

体
の
土
台
で
あ
る
と
い
う
位
置
付
け

が
弱
い
こ
と
、市
民
参
加
と
協
働
を

更
に
活
性
化
さ
せ
る
点
で
厳
し
い
市

政
の
監
視
を
打
ち
出
す
必
要
が
あ
る

な
ど
、市
民
に
と
っ
て
利
益
と
な
ら

な
い
部
分
が
あ
る
の
で
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

小
林
正
樹
（
公
明
党
）

長
期
計
画
審
議
会
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
る
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
公
明

党
の
意
見
も
多
く
取
り
入
れ
て
頂
い

た
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
庁
舎
建
設

等
事
業
費
な
ど
を
巡
り
、議
会
が
大

変
に
混
乱
し
た
。施
策
の
効
果
的
・

効
率
的
な
推
進
を
図
る
た
め
に
必
須

で
あ
る
、確
固
た
る
中
期
財
政
計
画

が
掲
載
で
き
な
か
っ
た
計
画
は
、信

頼
性
が
低
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
、市
長
は
「
市
民
参
加
」を
掲
げ

な
が
ら
、審
議
会
の
皆
様
が
答
申
の

中
で
「
市
民
の
し
あ
わ
せ
」と
い
う

魂
を
込
め
ら
れ
た
部
分
を
排
除
し
た

こ
と
は
、非
常
に
残
念
で
あ
る
。

令

和

４

年

度

一

般

会

計

予

算

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

新
型
コ
ロ
ナ
な
ど
で
市
民
生
活
が

大
変
な
中
、国
保
税
は
加
入
者
１
人

当
た
り
約
２
千
200
円
の
値
上
げ
で
あ

る
。一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
額
は
、国

の
方
針
で
削
減
さ
れ
て
き
た
。今
回

は
一
定
増
額
さ
れ
た
が
、ま
だ
18
年

度
を
下
回
っ
て
い
る
。繰
入
額
を
増

や
し
増
税
を
や
め
る
べ
き
で
あ
る
。

都
へ
の
納
付
金
約
２
億
円
増
が
値
上

げ
の
主
な
要
因
だ
が
、都
の
財
政
支

出
が
必
要
で
あ
る
。加
入
者
の
８
割

近
く
が
無
職
・
非
正
規
雇
用
な
ど
で

高
く
て
払
え
な
い
現
状
で
、知
事
会

要
望
の
公
費
１
兆
円
の
投
入
を
国
に

要
請
す
る
こ
と
を
求
め
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

水
谷
た
か
こ
（
こ
が
お
も
）

本
市
は
多
摩
26
市
の
中
で
、保
険

給
付
費
が
23
位
と
少
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、保
険
税
額
は
最
も
高
い
。市

民
の
担
税
力
が
高
い
か
ら
と
制
度
を

説
明
さ
れ
る
が
納
得
は
で
き
な
い
。

一
方
で
、法
定
外
繰
入
金
に
市
の
財

源
を
こ
れ
以
上
投
入
す
る
こ
と
に
は
、

他
の
保
険
に
加
入
し
て
い
る
市
民
の

理
解
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
。

加
入
者
の
年
齢
構
成
や
所
得
、医

療
費
水
準
等
の
構
造
的
な
課
題
が
あ

り
、制
度
自
体
を
再
構
築
し
直
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。都
や
国

に
対
し
て
制
度
改
善
の
意
見
を
強
く

訴
え
る
よ
う
要
望
し
、賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

白
井　

亨
（
こ
が
お
も
）

昨
年
11
月
以
降
庁
舎
等
建
設
に
向

け
具
体
的
な
方
針
を
示
せ
な
か
っ
た

こ
と
や
、会
期
延
長
の
責
任
を
明
確

に
す
る
た
め
、４
月
の
給
料
を
10
％

減
額
す
る
内
容
で
、市
長
が
４
か
月

間
、調
整
の
行
動
が
皆
無
だ
っ
た
こ

と
は
非
常
に
残
念
で
あ
る
。一
方
で

庁
舎
等
建
設
の
混
迷
は
市
長
の
み
の

責
任
で
は
な
い
。責
任
の
取
り
方
の

考
え
は
様
々
だ
が
、今
定
例
会
で
は

市
長
へ
辞
職
を
問
う
厳
し
い
意
見
も

あ
り
、市
長
の
出
処
進
退
を
問
わ
れ

て
い
る
と
ご
認
識
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
減
給
で
混
乱
の
責
任
を
取
っ
た

こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
で
反
対
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

吹
春
や
す
た
か
（
自
民
党
・
信
頼
）

本
陳
情
は
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
で
対
象
と
な
る
方
達
の
懸
念
さ
れ

る
観
点
を
基
に
書
か
れ
て
い
る
が
、

な
ぜ
今
回
の
改
革
が
な
さ
れ
る
の
か

本
質
を
捉
え
考
え
る
必
要
性
を
強
く

訴
え
る
。後
期
高
齢
者
医
療
費
は
窓

口
負
担
を
除
き
、約
４
割
は
若
い
世

代
の
支
援
負
担
で
あ
り
、更
に
増
大

が
見
込
ま
れ
る
。単
純
計
算
で
も
１

年
で
２
千
600
億
円
の
支
援
負
担
増
加

を
毎
年
求
め
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

現
役
世
代
の
人
達
は
こ
の
こ
と
を
ど

う
捉
え
る
だ
ろ
う
か
。世
代
間
で
の

不
公
平
さ
は
取
り
除
く
努
力
を
す
る

べ
き
で
、本
陳
情
に
反
対
す
る
。

予
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
伴
う
見
直
し
等
の
た
め
、
提

案
が
延
期
さ
れ
、
令
和
３
年
第
２
回

定
例
会
に
お
い
て
、
議
長
を
除
く
全

議
員
で
構
成
す
る
基
本
構
想
審
査
特

別
委
員
会
（
村
山
ひ
で
き
委
員
長
）

に
付
託
し
、
11
回
に
わ
た
り
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

本
件
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和

12
年
度
ま
で
の
10
年
間
の
市
政
運
営

を
す
る
上
で
の
指
針
と
し
て
策
定
さ

れ
た
も
の
で
す
。

３
月
22
日
の
委
員
会
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

３
月
28
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

２
月
18
日
の
本
会
議
に
お
い
て
厚

生
文
教
委
員
会
（
岸
田
正
義
委
員

長
）
に
付
託
し
、
３
月
４
日
の
委
員

会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

本
条
例
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

の
円
滑
な
財
政
運
営
を
確
保
す
る
た

め
、
国
民
健
康
保
険
税
額
の
改
定
を

行
う
も
の
で
す
。

３
月
４
日
の
委
員
会
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

３
月
28
日
の
本
会
議
で
は
、
修
正

案
に
つ
い
て
否
決
し
た
後
、
原
案
に

つ
い
て
採
決
を
行
い
、
起
立
採
決
の

結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

本
条
例
は
、
令
和
３
年
11
月
以
降
、

庁
舎
等
複
合
施
設
建
設
事
業
等
の
具

体
的
方
針
が
提
示
で
き
な
か
っ
た
こ

と
、
ま
た
、
第
１
回
定
例
会
の
議
会

日
程
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
に
つ

い
て
、
市
長
と
し
て
の
責
任
を
明
確

に
す
る
も
の
で
す
。

３
月
28
日
の
本
会
議
で
は
、
委
員

会
付
託
を
省
略
し
、
起
立
採
決
の
結

果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

審
議
し
た
主
な
議
案

令

和

４

年

４

月

に

小
金
井
市
長
に
支
給
す
る

給
料
の
特
例
に
関
す
る
条
例

長
期
総
合
計
画
基
本

構
想
の
策
定
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

75
歳
以
上
医
療
費
窓
口
負
担
２

割
化
を
中
止
す
る
よ
う
政
府
に

意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
書
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次の定例会中の委員会で審査する請願・陳情の提出期限は、６月３日（金）午後５時までです。

75歳以上医療費窓口負担 ２ 割化
を中止するよう政府に意見書提
出を求める陳情書

75歳以上医療費負担 ２割化法案が可決され、実施により受診控えや、後日の重症化
リスクが増大し、保険給付増による市財政の圧迫が予想される。そのような事態を
防ぐ上でも、75歳以上医療費負担 ２割を中止するよう政府に意見書を提出すること
を求める。

× × × × × ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 厚 採　択

小金井市の温暖化対策加速に関
する陳情書

温暖化対策は国の施策が大きな役割を果たすが、地域の市民や事業者の省エネ・再
エネ導入行動を更に促す取組の加速も必要であり、基礎自治体ならではの資源を最
大限に活用し、市役所の各部署が主体的に取り組む全市的な取組づくりを検討する
ことを求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 建 採　択

「デフリンピック東京開催を求め
る意見書」の提出を求める陳情
書

聴覚障がい者イベントの開催により、聴覚障がい者への理解と社会参加を進め、東
京の共生社会構築に寄与することが期待されるため、２0２5年に聴覚障がい者の国際
スポーツ大会「デフリンピック」を東京で開催するよう東京都に意見書を提出する
ことを求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 厚 採　択

玉川上水の名勝小金井（サクラ）
復活プロジェクトの検証及び今
後の整備は、市民の理解と合意を
得て進めることを求める陳情書

①今後の整備の在り方について、市民意向調査を行う、②東京都と協議し、樹木と法
面崩壊の関係について多角的多面的に検証を行い、今後の管理に反映させる、③今
後の管理・伐採について市民の理解と合意を得て、近隣市とも意識を共有して行う
ことを求める。

× × × × × × × 議 × △ － △ △ × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 厚 不採択

小金井市における縄文遺跡群の
次世代に向けた保存活動の推進
を求める陳情書

①出土品の画像データベース化を進め、学究者や市民が気軽にアクセスできる環境
を整備する、②遺跡出土地への立て看板設置の徹底、③小金井市縄文遺跡群の認知
向上を図る、④はけの環境保護活動は縄文遺跡群の保護でもあるとの認識を付け加
えることを求める。

× × × × × × × × × ○ － ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 厚 不採択
（議長裁決※）

市議会に対し、「みどりを基本に
おいたまち創りの方向性」を明
示した「第 5 次基本構想（以下
「構想」）の策定」を求める陳情書

第 5次基本構想では、まち創りの方向性について『「みどり」を保全し、生かすこと
（いかそうみどり）を基本とし、その下に「笑顔」と「人の輪」を重視したまち創り
を目指す』と明示し、今後の都市計画の羅針盤たりうる「構想」を策定することを強
く求める。

× × × × × × × 議 × ○ － ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 基 不採択

小金井市の都市計画に関して議会
として監査請求等を求める陳情書

決定主体の国土交通省や市の顧問弁護士への問合せも行っていないことが判明した
小金井市の都市計画の決定手続に関して、市議会として監査請求を行い、小金井市
監査委員の見解を明らかにすること、小金井市顧問弁護士の見解を明らかにするこ
とを求める。

× × × × × × × 議 × ○ － ○ ○ × × × × × ○ △ ○ ○ × ○ 建 不採択

前原町 ３ 丁目大規模宅地開発　市
道２１３号線と接する擁壁の高さを制
限することを求める陳情書

前原町 ３丁目大規模開発地南側の盛土、擁壁の高さを子供やお年寄りでも安全に飛
び降りたり、乗り越えることが出来る高さ「50㎝」程度にすること、同意書を出す場
合は、変更した計画を周辺地域に知らせ、周辺地域の同意を得た上で提出すること
を求める。

× × × × × × × 議 × ○ － ○ ○ × × × × × ○ × ○ ○ ○ × 建 不採択

前原町 ３ 丁目大規模宅地開発　市
道２１３号線と接する開発地の ３ ｍの
セットバックを求める陳情書

緊急車両が通れるよう、宅地造成工事規制区域の指定であることを考慮して、市道
２１３号線と接する開発地南側道路の ３ｍセットバックを指導すること、同意書を出す
場合は、変更した計画を周辺地域に知らせ、周辺地域の同意を得た上で提出するこ
とを求める。

× × × × × × × 議 × ○ － ○ ○ × × × × × ○ × ○ ○ ○ × 建 不採択

前原町 ３ 丁目大規模宅地開発で既
存樹木保護を求める陳情書

業者に対して周辺住民の生活環境や自然環境に配慮すること、現在残っている既存
樹木の保護に関する計画を立てるよう指導すること、また、同意書を出す場合は、変
更した計画を周辺地域に知らせ、周辺地域の同意を得た上で提出することを求める。

× × × × × × × 議 × ○ － ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 建 不採択

前原町 ３ 丁目大規模宅地開発に関
して提供公園の位置の再考を求め
る陳情書

開発地内の提供公園については、地域コミュニティ、地域防災の観点から、新旧の地
域で市民交流が図れるよう既存の道と接してつくるよう指導すること、同意書を出
す場合は、変更した計画を周辺地域に知らせ、周辺地域の同意を得た上で提出する
ことを求める。

× × × × × × × 議 × ○ － ○ ○ × × × × × ○ × ○ ○ ○ × 建 不採択

前原町 ３ 丁目大規模宅地開発に関
して開発地を防音柵または防音壁
で囲い工事を行うことを求める陳
情書

市の条例では騒音を出す場合は防音壁を設置するよう求める記載があることから、
開発地を防音柵、または防音壁で囲い工事を行うことを要請すること、同意書を出
す場合は、変更した計画を周辺地域に知らせ、周辺地域の同意を得た上で提出する
ことを求める。

× × × × × × × 議 × ○ － ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 建 不採択

新小金井駅西口駅前広場の都市
景観に配慮した適切な整備を求
める陳情書

新小金井駅西口駅前広場で、都市景観上の問題を抱えるエリアに関して地元住民等
と十分に協議の上、都市景観に配慮した適切な整備を図り、その際は地域活性化に
資するイベント開催などに対応できる内容を検討すること、完成度の高いものとす
ることを求める。

× × × × × × × 議 × × － × × × × × × × × ○ ○ × × × 建 不採択

「玉川上水の桜」の問題に関する
陳情書

玉川上水の桜の花見の賑わいを知っている市民は少ない。今の玉川上水の桜は昔物
語で、非現実的である。今、ケヤキの伐採が進んでいるが、伐採には何の意味がある
のか、伐採費用がかさむだけに感じる。玉川上水の桜という問題は放っておけばよ
いのではないか。

× × × × × × × 議 × × － × × × × × ○ ○ × × × ○ ○ ○ 厚 不採択

原爆歴7８年度の早い時期に「イ
ベルメクチン」を配布する事に
関する陳情書

①小金井市議会として、イベルメクチン・安定ヨウ素剤・Ｎ９5マスクの有償または
無償の配布をするよう意見書の提出をすること、②小金井市独自に、イベルメクチ
ン・安定ヨウ素剤・Ｎ９5マスクの希望者への有償または無償の配布をすることを求
める。

× × × × × × × 議 × × － × × × × × × × × × × × × × 厚 不採択

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会　　市：市民といっしょにカエル会
会：こがねい市民会議　　　　　　情：情報公開こがねい　　ネ：生活者ネットワーク　　　　気：元気！小金井　　　　　緑：緑・つながる小金井

○：賛成　×：反対　△：退席　－：欠席（病気療養）　議：議長（原則、採決には加わらず）
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請願・陳情の審議結果
付託先略称　厚：厚生文教委員会　　建：建設環境委員会
　　　　　　基：基本構想審査特別委員会

※可否同数の場合、議長が可否を決定します。

長期総合計画基本構想の策定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ × － × × △ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 基 原案可決
長期総合計画基本構想の策定についての訂正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 承　認

小金井市子どもオンブズパーソン設置条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 厚 原案可決
令和 ３年度小金井市一般会計補正予算（第１5回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 原案可決
令和 ３年度小金井市一般会計補正予算（第１６回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 予 原案可決
令和 ３年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第 ４回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 予 原案可決
令和 ３年度小金井市介護保険特別会計補正予算（第 ２回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 予 原案可決
令和 ３年度小金井市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 ３回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 予 原案可決
令和 ３年度小金井市下水道事業会計補正予算（第 １回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 予 原案可決
令和 ４年度小金井市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ × － × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × 予 原案可決
令和 ４年度小金井市一般会計予算に対する組替え動議（議員提案） × × × × × × × 議 × ○ － ○ ○ × × × × × × × × × × × 即 否　決

令和 ４年度小金井市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ × － × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × 予 原案可決
令和 ４年度小金井市介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 予 原案可決
令和 ４年度小金井市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ × － × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ × 予 原案可決
令和 ４年度小金井市下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 予 原案可決
教育委員会委員の任命に関し同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ △ － △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 同　意
教育委員会委員の任命に関し同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ △ － △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 同　意
小金井市行財政改革審議会条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ × － × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 行 原案可決
小金井市行財政改革審議会条例に対する修正案（議員提案） ○ ○ ○ ○ ○ × × 議 × × － × × ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × × 行 否　決

職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 原案可決
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 原案可決
小金井市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ × － × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × 厚 原案可決
小金井市国民健康保険税条例の一部を改正する条例に対する修正案（議員提案） × × × × × × × 議 × ○ － ○ ○ × × × × × ○ × ○ × × ○ 即 否　決

小金井市手数料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 建 原案可決
障害のある人もない人も共に学び共に生きる社会を目指す小金井市条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 厚 原案可決
小金井市青少年の健全な育成環境を守る条例を廃止する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 厚 原案可決
小金井市国民健康保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 厚 原案可決
小金井市芸術文化振興条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 原案可決
小金井市緑地保全及び緑化推進条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 建 原案可決
小金井市住宅増改築資金の融資に関する条例を廃止する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 建 原案可決
東京都後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 厚 原案可決
令和 ３年度小金井市一般会計補正予算（第１7回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 予 原案可決
令和 ４年度小金井市一般会計補正予算（第 １回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 予 原案可決
令和 ４年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第 １回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 予 原案可決
小金井市公共施設マネジメント基金条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 庁 原案可決
副市長の選任に関し同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ △ － △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 同　意
令和 ４年 ４月に小金井市長に支給する給料の特例に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ × × 議 × ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ × 即 原案可決

○：賛成　×：反対　△：退席　－：欠席（病気療養）　議：議長（原則、採決には加わらず）
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議 案 の 審 議 結 果
付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
　　　　　　建：建設環境委員会　　予：予算特別委員会
　　　　　　庁：庁舎等建設及び公共施設マネジメント推進調査特別委員会
　　　　　　行：行財政改革推進調査特別委員会　　基：基本構想審査特別委員会
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?!（4面～6面）2月24日、28日、3月 3日、4日
一 般 質 問

会
派
の
略
称

（自民党・信頼）　自由民主党・信頼の小金井
（み ら い）　みらいのこがねい
（日本共産党）　日本共産党小金井市議団
（公 明 党）　小金井市議会公明党
（こ が お も）　小金井をおもしろくする会
（市民カエル）　市民といっしょにカエル会

（市 民 会 議）　こがねい市民会議
（情 報 公 開）　情報公開こがねい
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宮
下　

誠

（
公
明
党
）

最
近
、
若
い
世
代
が
ア
プ
リ

等
を
活
用
し
て
積
極
的
に
ご
み

拾
い
を
行
っ
て
い
る
。
ア
こ
の

場
合
、
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
袋

は
使
え
る
の
か
。
イ
普
段
多
く

の
市
民
が
清
掃
活
動
を
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
活
動
を
見
え
る

化
し
、
更
に
参
加
者
の
裾
野
を

広
げ
る
努
力
を
す
べ
き
で
は
。

ウ
先
進
自
治
体
を
参
考
に
、
市

と
し
て
専
用
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

を
開
設
す
る
な
ど
、
ご
み
拾
い

ア
プ
リ
を
導
入
し
た
環
境
美
化

に
取
り
組
ま
な
い
か
。

部
長　

ア
可
能
で
あ
る
。
具

体
的
に
は
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
カ

レ
ン
ダ
ー
（
Ｐ
27
）
に
説
明
あ

り
。
イ
活
動
の
周
知
は
い
ま
だ

不
十
分
。
ま
た
参
加
者
が
高
齢

沖
浦
あ
つ
し

（
み
ら
い
）

防
災
行
政
無
線
の
本
市
の
管

理
運
用
上
、
放
送
の
種
類
は
、

災
害
等
の
非
常
事
態
や
人
命
、

特
に
緊
急
重
要
な
事
項
に
関
す

る
「
緊
急
放
送
」（
ま
た
は
機

器
の
試
験
調
整
）
の
一
つ
し
か

な
い
。
私
が
以
前
提
案
し
た
子

ど
も
の
下
校
時
の
安
全
呼
び
掛

け
放
送
を
実
施
す
る
近
隣
市
や
、

市
政
の
普
及
周
知
と
し
て
選
挙

の
投
票
の
呼
び
掛
け
放
送
を
行

う
他
市
の
管
理
運
用
を
調
べ
る

と
、
緊
急
放
送
と
は
別
区
分
の

「
一
般
放
送
」
と
し
て
運
用
し

て
い
る
。
他
市
事
例
の
よ
う
に
、

用
途
を
逸
脱
し
な
い
範
囲
で
必

要
と
認
め
る
放
送
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
が
で
き
る
環
境
を
整
え
て

欲
し
い
。
本
市
で
も
緊
急
放
送

渡
辺
ふ
き
子

（
公
明
党
）

❶
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
は
、
子
ど
も
の
学
び
や

成
長
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。
ア
子
ど
も
が
発
す
る
相

談
の
現
状
や
取
組
状
況
に
つ
い

て
。
イ
子
ど
も
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー

ソ
ン
が
担
う
役
割
と
開
設
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。

部
長　

ア
不
登
校
に
関
す
る

こ
と
、
発
達
に
関
す
る
こ
と
、

友
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
生
活

指
導
上
の
問
題
な
ど
が
全
体
の

８
割
を
占
め
、
教
育
相
談
は
増

加
傾
向
に
あ
る
。
イ
４
月
か
ら

準
備
を
始
め
９
月
に
は
相
談
事

業
を
始
め
た
い
。
調
査
で
は
、

子
ど
も
が
悩
み
を
相
談
す
る
の

は
家
族
や
友
達
が
多
く
、
一
方

で
相
談
し
た
い
が
相
談
で
き
な

白
井　

亨

（
こ
が
お
も
）

❶
学
校
と
保
護
者
の
連
絡
ア

プ
リ
の
導
入
を
求
め
て
き
た
。

ア
文
部
科
学
省
の
通
知
の
よ
う

に
教
育
委
員
会
も
連
絡
手
段
の

デ
ジ
タ
ル
化
は
負
担
軽
減
に
寄

与
す
る
と
認
識
し
て
い
る
か
。

イ
お
便
り
等
を
メ
ー
ル
の
活
用

で
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
し
た
学
校

の
反
応
は
。
ウ
ア
プ
リ
の
テ
ス

ト
導
入
か
ら
始
め
て
は
ど
う
か
。

部
長　

ア
デ
ジ
タ
ル
化
で
負

担
軽
減
に
つ
な
が
る
場
合
も
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
引
き
続

き
学
校
の
情
報
発
信
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
後
押
し
し
て
い
き
た
い
。

イ
印
刷
の
手
間
を
省
け
る
こ
と

や
、
Ａ
４
へ
の
書
式
統
一
、
直

前
ま
で
修
正
可
能
な
利
点
が
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。
ウ
テ
ス
ト

導
入
に
つ
い
て
は
各
学
校
の
考

え
も
丁
寧
に
確
認
し
た
い
。

❷
学
校
ト
イ
レ
の
清
掃
の
改

善
も
以
前
か
ら
訴
え
て
き
た
。

臭
い
な
ど
か
ら
一
日
中
ト
イ
レ

を
我
慢
し
て
い
る
子
ど
も
も
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
ア
こ
の
よ

う
な
事
実
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
か
。
イ
一
度
、
全
体
的

な
ト
イ
レ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

つ
い
て
、
抜
本
的
に
実
態
調
査

を
し
た
上
で
具
体
的
に
検
討
し

て
も
ら
い
た
い
。

部
長　

ア
寄
せ
ら
れ
た
声
を

聴
き
、
大
変
心
苦
し
く
思
っ
て

い
る
。
イ
清
掃
の
時
間
帯
や
使

う
洗
剤
等
も
含
め
受
託
者
と
協

議
中
で
あ
る
。
臭
気
対
策
や
設

備
の
老
朽
化
度
合
い
、
使
用
の

さ
れ
方
の
違
い
も
含
め
適
切
な

清
掃
方
法
を
研
究
し
た
い
。

以
外
に
一
般
放
送
を
区
別
し
た

方
が
今
後
の
対
応
と
し
て
適
切

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

部
長

　
一
般
放
送
と
し
て
使

用
す
る
自
治
体
が
あ
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。
市
民
へ
様
々

な
情
報
提
供
手
段
が
あ
る
中
、

一
般
放
送
と
し
て
放
送
す
る
有

効
性
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

本
来
の
目
的
で
あ
る
防
災
行
政

に
関
す
る
事
項
を
踏
ま
え
、
在

り
方
に
つ
い
て
は
影
響
等
も
広

く
考
え
ら
れ
る
の
で
、
他
市
の

運
用
状
況
も
参
考
に
研
究
す
る
。

■
そ
の
他
、特
殊
詐
欺
被
害
防

止
に
向
け
た
本
市
の
協
力
体
制
、

防
災
行
政
無
線
か
ら
夕
刻
定
時

に
流
れ
る
ふ
れ
あ
い
メ
ロ
デ
ィ

ー
に
、
小
金
井
市
歌
ま
た
は
愛

唱
歌
を
登
用
し
な
い
か
に
つ
い

て
質
疑
・
要
望
し
ま
し
た
。

化
し
つ
つ
あ
り
、
若
い
世
代
を

取
り
込
む
な
ど
裾
野
を
広
げ
る

仕
組
み
が
必
要
。
ウ
紹
介
さ
れ

た
新
た
な
時
代
の
ご
み
拾
い
は
、

今
後
本
市
で
も
求
め
ら
れ
る
。

提
案
さ
れ
た
ア
プ
リ
の
活
用
は

若
い
世
代
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

と
考
え
る
が
、
利
用
価
値
を
高

め
、
活
用
す
る
に
は
費
用
も
か

か
る
。
ま
ず
は
導
入
自
治
体
の

事
例
を
把
握
す
る
こ
と
か
ら
始

め
た
い
。

い
子
ど
も
が
13
％
い
る
。
身
近

な
人
か
ら
の
権
利
侵
害
は
相
談

し
づ
ら
い
状
況
が
み
え
る
。
ど

ん
な
こ
と
で
も
相
談
で
き
る
子

ど
も
専
用
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓

口
と
し
て
広
く
広
報
し
た
い
。

❷
危
険
な
交
差
点
や
狭
隘
な

道
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
。

ア
前
原
交
番
前
交
差
点
の
安
全

対
策
に
は
、
拡
幅
事
業
の
推
進

と
と
も
に
、
歩
車
道
分
離
式
の

信
号
機
を
設
置
で
き
な
い
か
。

イ
七
軒
家
通
り
か
ら
東
八
道
路

ま
で
抜
け
ら
れ
る
安
全
な
道
路

が
必
要
で
は
な
い
か
。

部
長　

ア
更
な
る
渋
滞
に
つ

な
が
り
難
し
い
。

市
長　

イ
課
題
に
つ
い
て
は

承
知
し
て
お
り
改
善
に
向
け
丁

寧
に
積
み
上
げ
て
い
き
た
い
。

小
林
正
樹

（
公
明
党
）

❶
「
関
野
町
地
域
」で
抱
え

て
い
る
課
題
は
、「
歩
い
て
暮
ら

せ
る
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
」を
目
指
す
上
で
、市
内
ど
の

地
域
で
も
同
様
の
課
題
を
有
し

て
い
る
も
の
と
考
え
る
。ア
通

学
路
に
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
を
。

イ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
直
売
所

の
監
視
を
。ウ
市
か
ら
郵
便
ポ

ス
ト
設
置
の
要
望
を
。エ
デ
マ

ン
ド
交
通
な
ど
を
用
い
た
交
通

不
便
地
域
の
解
消
を
。オ
見
守

り
移
動
販
売
支
援
事
業
の
検
討

を
。カ
小
金
井
市
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
「
関
野
町
餅
つ
き
」

を
広
め
な
い
か
。キ
生
産
緑
地

の
保
全
に
つ
い
て
。

部
長　

ア
財
源
確
保
に
努
め

な
が
ら
総
合
的
に
研
究
す
る
。

イ
幅
広
く
農
業
者
の
声
を
伺
い

支
援
を
検
討
す
る
。エ
公
共
交

通
の
在
り
方
を
総
合
的
に
検
討

す
る
。オ
他
の
施
策
と
情
報
連

携
を
図
る
。カ
末
永
く
保
護
し
、

広
く
周
知
す
べ
き
と
考
え
る
。

市
長　

ウ
要
望
が
あ
っ
た
こ

と
は
小
金
井
郵
便
局
に
伝
え
る
。

❷
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に

つ
い
て
。ア
中
学
校
３
年
生
ま

で
の
所
得
制
限
撤
廃
へ
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。イ
高
校
３
年
生

ま
で
の
医
療
費
無
償
化
の
方
針

を
小
金
井
市
で
も
定
め
な
い
か
。

部
長　

ア
変
更
な
く
令
和
５

年
10
月
を
予
定
し
て
い
る
。

市
長　

イ
前
向
き
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

■
そ
の
他
、マ
ロ
ン
ホ
ー
ル
の

土
曜
日
の
期
日
前
投
票
実
施
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

吹
春
や
す
た
か

（
自
民
党
・
信
頼
）

今
年
は
小
金
井
市
で
成
人
式

が
無
事
開
催
さ
れ
、
男
女
合
わ

せ
て
千
175
人
の
新
成
人
が
誕
生

し
た
。
直
前
ま
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
で
苦
労

さ
れ
た
担
当
部
局
に
は
本
当
に

感
謝
の
気
持
ち
し
か
な
い
も
の

で
あ
る
。
成
人
式
は
人
生
の
節

目
と
し
て
大
切
な
行
事
の
一
つ

で
あ
り
、
本
人
だ
け
で
な
く
家

族
に
と
っ
て
も
成
人
式
が
行
わ

れ
る
か
ど
う
か
は
大
事
な
問
題

で
あ
る
。
本
市
の
会
場
で
は
晴

れ
や
か
な
成
人
が
座
る
席
と
席

の
間
が
全
て
×
マ
ー
ク
で
埋
め

尽
く
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
光
景

を
目
に
し
た
人
は
実
質
少
な
い

の
で
苦
情
は
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
が
、
市
長
と
し
て
配
慮
が

五
十
嵐
京
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
現
在
、文
化
財
セ
ン
タ
ー

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
浴
恩
館

は
、昭
和
初
期
に
全
国
の
青
年

団
講
習
所
と
し
て
建
て
ら
れ
、

時
代
を
超
え
た
普
遍
的
な
社
会

教
育
理
論
の
実
践
例
と
し
て
再

評
価
し
た
い
所
で
あ
る
。ア
市

民
向
け
に
浴
恩
館
の
歴
史
の
講

座
を
こ
の
場
所
で
行
わ
な
い
か
。

イ
子
ど
も
向
け
に
解
説
書
を
作

ら
な
い
か
。ウ
文
化
財
の
保
管

の
現
状
は
。エ
周
り
の
環
境
も

し
っ
か
り
と
維
持
管
理
を
。

部
長　

ア
歴
史
的
に
内
外
に

誇
る
べ
き
所
で
あ
り
、検
討
し

て
い
き
た
い
。イ
先
生
か
ら
も

要
望
が
あ
れ
ば
相
談
し
た
い
。

ウ
十
分
な
保
管
面
積
の
確
保
が

課
題
。エ
地
域
の
拠
点
と
し
て
、

地
域
の
魅
力
向
上
に
つ
な
が
る

か
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

❷
令
和
２
年
に
Ｄ
Ｘ
推
進
計

画
、令
和
３
年
に
手
順
書
が
国

か
ら
示
さ
れ
、市
の
推
進
方
針

を
定
め
る
と
の
こ
と
だ
が
、ア

進
捗
状
況
は
。イ
引
っ
越
し
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
と
は
。ウ
新
庁
舎

に
ど
う
い
か
す
の
か
。

部
長　

ア
リ
ー
ダ
ー
を
配
置

し
、庁
内
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

今
後
Ｄ
Ｘ
推
進
方
針
を
固
め
て

い
く
。イ
行
政
機
関
、自
治
体
と

民
間
業
者
に
対
す
る
引
っ
越
し

に
伴
う
手
続
を
一
括
で
行
う
。

市
長　

ウ
双
方
の
進
捗
を
勘

案
し
、ハ
ー
ド
面
に
お
い
て
反

映
す
べ
き
は
反
映
す
る
。

■
そ
の
他
、新
庁
舎
建
設
に
向

け
保
管
書
類
の
削
減
整
理
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

欠
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

成
人
式
は
３
部
制
の
た
め
、
最

初
に
気
付
け
た
の
で
あ
れ
ば
付

け
替
え
も
可
能
と
思
わ
れ
る
が
、

対
応
し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

市
長　

一
生
に
一
度
の
成
人

式
で
細
か
い
配
慮
は
必
要
だ
と

考
え
る
。ご
指
摘
を
受
け
止
め

来
年
の
成
人
式
は
改
善
し
た
い
。

ま
た
当
日
は
時
間
が
な
く
途
中

で
の
切
替
え
に
至
ら
な
か
っ
た
。

用
途
を
逸
脱
し
な
い
範
囲
で

必
要
な
防
災
無
線
の
活
用
を

ア
プ
リ
を
使
っ
た

新
し
い
時
代
の
ご
み
拾
い

関
野
町
地
域
の
課
題
の

解
決
策
に
つ
い
て
問
う

学
校
連
絡
ア
プ
リ
導
入
と

ト
イ
レ
清
掃
の
改
善
を

子
ど
も
の
幸
せ
を
最
優
先

す
る
社
会
の
実
現
を

浴
恩
館
の
歴
史
を
語
り
継
ぐ

／
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
進
捗
状
況

西
岡
市
長
の
市
行
事
で
の

配
慮
に
つ
い
て
問
う

１月10日の成人式会場

ご
み
拾
い
ア
プ
リ
「
ピ
リ
カ
」

を
使
っ
た
投
稿
例
。
共
感
カ

ウ
ン
ト
が
集
ま
り
、
励
ま
し

合
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
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村
山
ひ
で
き

（
み
ら
い
）

町
会
・
自
治
会
は
重
要
な
存

在
だ
が
加
入
者
は
減
少
傾
向
に

あ
る
。
ア
必
要
性
を
認
識
し
て

い
る
か
。
イ
今
後
ネ
ッ
ト
空
間

で
地
域
住
民
が
つ
な
が
る
電
子

掲
示
板
が
重
要
と
な
る
が
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ「
マ
チ
マ
チ
」の
活
用
効
果

は
。
ウ
い
わ
ゆ
る
回
覧
板
に
つ

い
て
見
直
し
を
。
町
会
・
自
治

会
が
独
自
に
街
角
に
設
置
し
て

い
る
情
報
掲
示
版
の
設
置
費
用

の
補
助
や
情
報
掲
示
板
そ
の
も

の
を
希
望
団
体
に
提
供
で
き
な

い
か
。エ
町
会
・
自
治
会
の
加
入

ご
案
内
チ
ラ
シ
を
不
動
産
業
者

等
に
協
力
し
て
も
ら
い
、
物
件

探
し
の
段
階
か
ら
新
規
転
入
者

に
お
渡
し
で
き
な
い
か
。
オ
自

治
会
的
な
活
動
を
し
て
い
る
管

清
水
が
く

（
自
民
党
・
信
頼
）

東
日
本
大
震
災
か
ら
11
年
を

迎
え
た
。
地
域
の
自
主
防
災
組

織
で
は
災
害
に
備
え
る
た
め
資

機
材
を
揃
え
る
と
な
る
と
防
災

倉
庫
が
必
要
に
な
る
が
、
倉
庫

の
設
置
場
所
が
見
つ
か
ら
な
い
。

一
方
で
、
利
用
度
が
少
な
い

公
園
の
管
理
が
行
き
届
い
て
お

ら
ず
、
草
木
が
生
い
茂
り
道
路

側
の
歩
行
ス
ペ
ー
ス
や
電
線
に

ま
で
木
々
が
到
達
し
て
い
る
こ

と
も
あ
る
。
行
政
が
対
応
す
べ

き
公
園
が
多
く
存
在
し
、
予
算

に
も
限
り
が
あ
る
た
め
、
市
民

の
要
望
に
対
し
行
政
の
手
が
回

っ
て
い
な
い
こ
と
が
現
状
で
あ

り
、
地
域
の
方
か
ら
多
く
の
ご

相
談
を
頂
い
て
い
る
。

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
て
提
案

斎
藤
康
夫

（
市
民
会
議
）

❶
公
共
施
設
に
限
ら
ず
、
建

築
物
に
は
長
期
修
繕
計
画
が
必

要
で
あ
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

計
画
の
認
定
制
度
で
も
提
出
要

件
と
な
っ
て
い
る
。
市
が
所
有

す
る
建
築
物
の
長
期
修
繕
計
画

を
策
定
す
べ
き
で
あ
る
。

部
長　

個
別
施
設
計
画
で
は
、

各
施
設
の
今
後
10
年
間
の
改
修

等
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
し
て

い
る
。
総
合
体
育
館
と
栗
山
公

園
運
動
セ
ン
タ
ー
は
長
期
修
繕

計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

❷
千
兆
円
を
超
え
る
国
債
は
、

政
府
の
借
金
で
あ
る
が
、
国
民

の
資
産
で
も
あ
る
。
国
の
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
で
考
え
れ
ば
、
こ

の
国
債
発
行
高
は
深
刻
に
考
え

る
必
要
は
な
い
。
他
方
、
地
方

水
谷
た
か
こ

（
こ
が
お
も
）

❶
４
月
か
ら
18
歳
成
人
が
施

行
さ
れ
る
。
ア
対
象
者
人
口
が

ほ
ぼ
同
数
の
他
自
治
体
で
は
、

誕
生
日
に
カ
ー
ド
と
啓
発
グ
ッ

ズ
を
送
付
し
て
い
る
。
本
市
で

も
実
施
し
な
い
か
。
イ
高
校
の

中
に
期
日
前
投
票
所
の
設
置
を
。

部
長　

ア
18
歳
～
20
歳
へ
一

斉
に
案
内
を
送
付
す
る
予
定
。

局
長　

ア
有
権
者
と
し
て
の

意
識
付
け
は
18
歳
に
な
る
前
か

ら
必
要
で
あ
る
。
他
部
署
と
連

携
し
て
検
討
す
る
。
イ
過
去
に

は
他
自
治
体
で
の
事
例
が
あ
る

が
、
最
近
の
都
内
の
選
挙
で
の

事
例
は
な
い
。
場
所
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
、
安
全
管
理
等
の

課
題
が
多
く
、
考
え
て
い
な
い
。

❷
子
ど
も
の
意
見
表
明
権
を

遠
藤
百
合
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

❶
人
は
、
自
分
に
と
っ
て
か

け
が
え
の
な
い
も
の
を
喪
失
し

た
時
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
、
非
常
に
深
い
悲

し
み
に
襲
わ
れ
る
。
心
の
奥
底

か
ら
ほ
と
ば
し
る
、
湧
き
出
る

よ
う
な
感
情
を
「
グ
リ
ー
フ
」

と
呼
ぶ
。
ア
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
の

認
識
は
。
イ
施
策
と
し
て
取
り

入
れ
な
い
か
。
ウ
「
お
く
や
み

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の
作
成
す
る

き
っ
か
け
は
。

部
長　

ア
専
門
家
等
に
よ
る

支
援
で
令
和
元
年
度
に
発
行
し

た
「
認
知
症
の
家
族
の
た
め
の

介
護
者
手
帳
」
で
触
れ
て
い
る
。

イ
高
齢
者
に
限
ら
ず
取
組
が
広

が
っ
て
お
り
、
公
的
機
関
が
ど

う
支
援
で
き
る
か
、
関
係
機
関

坂
井
え
つ
子

（
緑
・
つ
な
が
る
）

❶
女
性
管
理
職
を
増
や
そ
う
。

ア
女
性
職
員
比
率
は
、
部
長
が

ゼ
ロ
、
課
長
は
20
・
４
％
、
係

長
職
は
23
・
３
％
で
あ
る
。
今

後
５
年
間
で
部
長
職
の
多
く
が

退
職
す
る
と
聞
く
が
、
現
状
は
。

イ
２
０
２
７
年
に
は
、
女
性
管

理
職
50
％
を
目
指
そ
う
。

部
長　

ア
今
後
５
年
間
で
、

部
長
職
11
名
中
10
名
が
、
課
長

職
も
一
定
数
が
定
年
退
職
を
迎

え
、
組
織
の
大
き
な
転
換
期
に

な
る
。
イ
女
性
管
理
職
が
増
え

る
と
、
市
政
運
営
に
多
様
な
視

点
を
持
つ
こ
と
に
も
な
る
。
ま

ず
は
、
管
理
職
候
補
の
係
長
を

増
や
す
た
め
、
昇
任
試
験
申
込

率
、
主
任
35
％
、
係
長
職
25
％

を
掲
げ
、
取
り
組
ん
で
い
る
。

古
畑
俊
男

（
元
気
！
小
金
井
）

❶
17
世
紀
中
ご
ろ
、
江
戸
の

水
不
足
を
補
う
た
め
に
玉
川
上

水
が
開
削
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

市
内
に
も
砂
川
用
水
、
小
金
井

分
水
が
築
か
れ
、
市
の
礎
と
な

る
新
田
開
発
が
進
ん
だ
。
ア
先

人
が
築
い
た
貴
重
な
文
化
遺
産

の
一
層
の
周
知
を
図
ら
な
い
か
。

イ
第
５
次
基
本
構
想
で
は
、
み

ど
り
と
水
の
環
境
整
備
と
あ
る
。

野
川
や
玉
川
上
水
と
と
も
に
、

用
水
の
水
流
復
活
の
た
め
に
玉

川
上
水
か
ら
の
導
水
を
検
討
し

な
い
か
。

部
長　

ア
文
化
財
セ
ン
タ
ー

通
信
発
行
等
に
よ
り
、
周
知
啓

発
に
努
め
て
い
る
。
イ
関
係
機

関
等
の
調
整
が
必
要
で
あ
り
、

課
題
が
多
い
。

理
組
合
は「
み
な
し
自
治
会
」と

し
て
自
治
会
登
録
を
し
て
も
ら

う
工
夫
を
。
カ
町
会
・
自
治
会

加
入
促
進
条
例
を
定
め
な
い
か
。

部
長　

ア
地
域
の
生
活
向
上
、

環
境
改
善
に
お
い
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
イ
電
子
回
覧
板
の
活
用
に

よ
る
紙
の
回
覧
板
の
非
効
率
さ

の
解
消
や
、
若
年
世
代
・
非
加

入
者
の
巻
き
込
み
、
イ
ベ
ン

ト
・
活
動
へ
の
参
加
促
進
な
ど

が
見
込
ま
れ
る
。
ウ
エ
今
後
の

検
討
課
題
と
し
て
受
け
止
め
た

い
。
オ
一
定
の
要
件
を
備
え
た

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
を
、
町

会
・
自
治
会
と
同
様
の
組
織
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
と

し
た
自
治
体
も
あ
る
の
で
研
究

し
た
い
。
カ
慎
重
で
あ
る
べ
き

だ
が
、
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

す
る
。
公
園
の
周
辺
住
民
の
ご

承
諾
を
得
て
丁
寧
に
進
め
て
い

く
と
い
う
前
提
で
、
利
用
度
の

低
い
公
園
内
に
防
災
倉
庫
を
設

置
さ
せ
て
頂
き
、
防
災
倉
庫
を

設
置
す
る
自
主
防
災
組
織
が
、

行
政
の
手
が
行
き
届
い
て
い
な

い
公
園
の
樹
木
の
剪
定
や
草
刈

り
を
行
政
に
代
わ
り
行
う
と
い

う
管
理
手
法
は
い
か
が
か
。

部
長　

ご
提
案
い
た
だ
い
た

公
園
管
理
の
事
業
手
法
は
市
民

の
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
で
き

る
の
で
あ
れ
ば
、
本
市
と
し
て

は
市
民
協
働
と
い
う
形
で
管
理

し
て
い
く
の
が
一
番
理
想
的
と

考
え
る
。
今
後
も
真
摯
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
防
災

倉
庫
設
置
に
つ
い
て
は
周
辺
住

民
と
の
協
議
に
よ
り
ご
承
諾
を

得
て
丁
寧
に
進
め
て
い
く
。

自
治
体
の
財
政
は
歳
入
基
盤
が

し
っ
か
り
し
て
い
な
け
れ
ば
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が

る
。
歳
入
構
造
の
改
革
を
す
べ

き
で
あ
る
。
ま
た
、
地
方
債
を

活
用
し
て
庁
舎
や
下
水
道
の
よ

う
な
社
会
資
本
の
整
備
は
確
実

に
行
う
べ
き
で
あ
る
。

市
長　

日
本
の
債
務
残
高
は

主
要
先
進
国
で
最
も
高
い
水
準

に
あ
る
。
国
の
骨
太
方
針
２
０

２
１
で
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ

ラ
ン
ス
黒
字
化
、
債
務
残
高
の

引
下
げ
を
目
指
す
と
さ
れ
て
い

る
。
地
方
財
政
で
は
、
国
の
財

政
政
策
に
影
響
さ
れ
る
。
公
共

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
は
起
債
を

最
大
限
に
活
用
し
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う

に
努
め
る
。

保
障
す
る
事
業
と
し
て
、
小
金

井
教
育
の
日
が
位
置
付
け
ら
れ

て
い
る
が
、
大
人
が
聞
き
た
い

こ
と
を
聞
く
、
と
い
う
位
置
付

け
に
な
っ
て
い
な
い
か
。
今
後

の
事
業
の
方
向
性
は
。

教
育
長　

意
見
を
聞
く
と
は
、

大
人
が
用
意
し
た
場
で
発
表
さ

せ
る
こ
と
で
は
な
い
。
意
見
表

明
す
る
力
が
育
つ
よ
う
な
土
壌

を
耕
す
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

と
連
携
を
図
り
研
究
し
て
い
き

た
い
。
ウ
令
和
３
年
３
月
か
ら

配
布
し
、
申
請
に
行
く
べ
き
窓

口
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
ご
遺

族
の
方
の
ご
不
安
の
解
消
を
期

待
し
て
発
行
し
て
い
る
。

❷
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の

考
え
方
を
実
践
し
な
い
か
。
ア

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
捉
え

方
は
。
イ
周
知
の
考
え
方
は
。

部
長　

ア
既
に
お
持
ち
の
場

合
で
も
、
項
目
が
多
岐
に
渡
る

た
め
自
ら
整
理
す
る
こ
と
が
負

担
に
な
っ
て
い
る
背
景
が
あ
る

の
で
は
と
考
え
て
い
る
。
イ
整

理
す
べ
き
項
目
や
相
談
窓
口
が

一
覧
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
、

ま
ず
は
試
行
し
て
み
た
い
。

■
そ
の
他
、
市
民
後
見
人
制
度

と
安
全
な
公
園
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。　

❷
気
候
危
機
対
策
の
強
化
を
。

ア
国
と
都
が
削
減
目
標
を
引
き

上
げ
た
。
市
も
引
上
げ
を
。
イ

市
施
設
か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
の
７
割
が
電
気
で
、
そ
の

３
割
は
小
中
学
校
だ
。
す
ぐ
再

エ
ネ
に
切
り
替
え
て
欲
し
い
が
、

子
ど
も
た
ち
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

学
ぶ
環
境
教
育
も
重
要
だ
。

部
長　

ア
見
直
し
の
検
討
を

始
め
る
必
要
性
を
感
じ
る
。
数

値
が
揃
う
２
０
２
３
年
度
以
降

の
見
直
し
を
準
備
し
た
い
。

教
育
長　

イ
小
中
学
校
へ
の

導
入
時
期
は
、
市
長
と
意
見
交

換
を
し
て
い
る
。
各
学
年
の
発

達
段
階
に
応
じ
た
指
導
を
行
い
、

子
ど
も
た
ち
が
理
解
す
る
こ
と

か
ら
取
り
組
み
た
い
。
教
職
員

研
修
等
も
必
要
で
、
し
ば
ら
く

お
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

❷
社
会
福
祉
協
議
会
が
売
却

を
検
討
し
て
い
る
「
旧
い
こ
い

の
家
」
に
は
池
を
配
し
た
素
晴

ら
し
い
日
本
庭
園
が
あ
る
。
当

該
土
地
は
砂
川
用
水
と
接
面
し

て
お
り
、
遺
贈
者
の
遺
志
を
継

ぐ
た
め
に
も
、
そ
の
ま
ま
親
水

公
園
と
し
て
整
備
し
、
ま
た
、

存
在
す
る
井
戸
か
ら
砂
川
用
水

へ
水
を
流
し
て
、
近
隣
の
き
り

の
木
公
園
を
子
ど
も
が
喜
ぶ
親

水
公
園
と
し
て
整
備
し
な
い
か
。

部
長　

実
際
に
公
園
と
し
て

整
備
を
す
る
の
は
難
し
い
。
き

り
の
木
公
園
は
活
用
方
法
に
よ

っ
て
質
の
向
上
が
見
込
ま
れ
る

公
園
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

市
長　

思
い
に
は
共
感
す
る

が
課
題
が
多
い
。
社
会
福
祉
協

議
会
の
考
え
方
が
重
要
な
ベ
ー

ス
と
な
る
。

町
会
・
自
治
会
に
加
入
し
て

い
た
だ
く
環
境
を
整
え
よ
う

利
用
度
の
低
い
公
園
の

新
し
い
管
理
手
法
へ
の
提
案

公
共
施
設
の
長
期
修
繕
計
画

国
と
小
金
井
市
の
財
政

新
成
人
の
誕
生
日
に
カ
ー
ド

を
／
子
ど
も
の
意
見
表
明
権

グ
リ
ー
フ
ケ
ア
を
施
策
の

中
に
取
り
入
れ
な
い
か

目
指
そ
う「
２
０
２
７
５
０
」

／
気
候
危
機
対
策
強
化
を

市
内
を
か
つ
て
流
れ
て
い
た

用
水
に
光
を
当
て
な
い
か

湯
沢
綾
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

個
人
情
報
保
護
法
の
改
正
に

よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
し

た
デ
ー
タ
流
通
の
加
速
と
個
人

情
報
保
護
の
両
立
が
図
ら
れ
、

市
の
制
度
も
大
き
く
変
わ
る
こ

と
に
な
る
。
現
代
社
会
に
お
い

て
個
人
情
報
は
極
め
て
重
要
で

あ
り
、
市
民
の
権
利
を
守
る
た

め
に
市
に
は
今
後
も
主
体
的
な

姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ア

個
人
情
報
の
定
義
が
変
わ
る
こ

と
、
ま
た
要
配
慮
個
人
情
報

（
信
条
・
病
歴
・
犯
罪
歴
な
ど
）

の
保
有
制
限
が
な
く
な
る
こ
と

に
よ
る
影
響
は
あ
る
か
。
イ
情

報
を
取
得
す
る
際
の
利
用
目
的

の
特
定
及
び
本
人
へ
の
明
示
は

よ
り
厳
格
に
な
る
が
、
こ
れ
ま

で
の
運
用
で
基
準
を
満
た
し
て

い
る
か
。
ウ
匿
名
加
工
情
報
は

う
ま
く
利
活
用
す
れ
ば
市
民
に

も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
加
工

の
程
度
に
よ
っ
て
は
個
人
が
識

別
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
な
ど

課
題
も
多
い
。
市
の
考
え
方
は
。

部
長　

ア
個
人
情
報
と
さ
れ

る
範
囲
が
狭
ま
る
可
能
性
は
あ

る
。
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ

と
は
な
い
と
考
え
る
が
、
個
人

の
権
利
利
益
の
保
護
水
準
が
低

下
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
慎
重

に
対
応
す
る
。
イ
最
近
で
は
子

育
て
世
帯
へ
の
給
付
金
支
給
の

た
め
、
児
童
手
当
の
受
給
状
況

を
目
的
外
利
用
し
た
。
恣
意
的

な
運
用
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意

す
る
。
ウ
現
時
点
で
市
町
村
へ

の
適
用
は
任
意
で
あ
り
早
急
に

進
め
る
考
え
は
な
い
。
他
市
の

状
況
も
踏
ま
え
て
研
究
し
た
い
。

個
人
情
報
保
護
は

ど
う
変
わ
る
か

18歳の誕生日に送られるメッ
セージと啓発グッズ（他自治
体の例・本人作成資料）
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※紙面の都合により、審査案件の掲載は省略しています。

※�各委員会の審査案件は、
ＱＲコードをスマートフォ
ン等で読み取ると、ご覧
いただくことができます。

閉会中の委員会日程及び審査案件

※�委員会等の映像について
は、YouTubeで中継・録
画配信しています。

庁舎等建設及び公共施設
マネジメント推進調査特別委員会
開催日時：４月20日（水）午前10時
審査案件：18件

厚生文教委員会
開催日時：４月28日（木）午前10時
審査案件：10件

建設環境委員会
開催日時：5月9日（月）午前10時
審査案件：7件

行財政改革推進調査特別委員会
開催日時：5月17日（火）午前10時
審査案件：１件

議会運営委員会
開催日時：5月19日（木）午前10時
　　　　　5月３0日（月）午後２時
審査案件：7件

総務企画委員会
開催日時：5月2４日（火）午前10時
審査案件：1５件

水
上
洋
志

（
日
本
共
産
党
）

❶
デ
ジ
タ
ル
関
連
法
は
、
国

や
地
方
自
治
体
の
シ
ス
テ
ム
を

標
準
化
し
、
自
治
体
が
所
有
す

る
個
人
情
報
を
企
業
な
ど
が
利

活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
。
４
市

共
同
で
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
を

行
う
こ
と
に
つ
い
て
個
人
情
報

保
護
の
問
題
に
つ
い
て
問
う
。

ア
独
自
の
助
成
制
度
な
ど
の
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
が
で
き
な
く
な
る

の
で
は
な
い
か
。
イ
個
人
情
報

保
護
制
度
に
つ
い
て
全
国
共
通

ル
ー
ル
を
設
定
さ
れ
る
が
、
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な

る
の
か
。
ウ
要
配
慮
個
人
情
報

は
、
独
自
の
規
律
の
追
加
な
ど

は
許
容
さ
れ
な
い
と
さ
れ
て
い

る
。
必
要
最
低
限
の
保
護
措
置

岸
田
正
義

（
み
ら
い
）

❶
ア
公
園
レ
ン
タ
ル
の
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
を
活
用
し
な
い
か
。

イ
高
評
価
を
得
た
キ
ッ
チ
ン
カ

ー
を
浴
恩
館
公
園
や
上
水
公
園
、

三
楽
公
園
等
に
も
展
開
し
な
い

か
。
ウ
市
民
参
加
で
創
る
公
園

の
た
め
に
提
案
し
た
、
指
定
管

理
者
制
度
導
入
の
検
討
状
況
は
。

エ
公
園
の
指
定
管
理
者
制
度
は

市
民
協
働
の
推
進
が
重
要
で
あ

り
、
市
民
と
意
見
交
換
を
行
い

募
集
要
項
や
仕
様
書
に
必
要
事

項
を
盛
り
込
む
べ
き
。

部
長
　
ア
有
効
な
手
法
と
認

識
し
て
お
り
、
研
究
し
た
い
。

イ
事
業
者
の
意
向
も
踏
ま
え
な

が
ら
検
討
し
た
い
。
ウ
導
入
効

果
が
高
い
と
判
断
し
、
本
定
例

会
に
報
告
す
る
予
定
。
エ
市
民

片
山
か
お
る

（
市
民
カ
エ
ル
）

❶
ア
居
住
支
援
協
議
会
が
設

置
さ
れ
る
機
会
に
無
料
低
額
宿

泊
所
等
か
ら
の
退
所
支
援
を
。

入
所
者
へ
の
見
守
り
を
拡
充
す

べ
き
。
イ
八
王
子
市
を
参
考
に

家
賃
補
助
制
度
の
開
設
を
。
ウ

民
間
賃
貸
住
宅
を
借
り
上
げ
、

み
な
し
公
営
住
宅
を
。

部
長
　
ア
で
き
る
だ
け
居
宅

へ
の
移
行
を
支
援
。
イ
ウ
居
住

支
援
協
議
会
で
協
議
す
る
。

市
長
　
居
住
支
援
協
議
会
の

運
用
は
非
常
に
重
要
な
政
策
に

な
る
。

❷
ア
東
京
学
芸
大
学
の
防
災

学
習
室
と
連
携
し
原
発
事
故
の

記
憶
を
伝
え
な
い
か
。
被
災
地

の
教
育
実
践
記
録
に
目
を
向
け

原
発
事
故
の
教
訓
を
振
り
返
る

安
田
け
い
こ

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

❶
公
立
園
は
子
ど
も
が
の
び

の
び
遊
べ
る
園
庭
、室
内
ホ
ー
ル
、

プ
ー
ル
等
の
環
境
が
あ
り
、
保

育
内
容
の
保
護
者
満
足
度
も
高

い
。
ア
保
育
士
を「
先
生
」と
呼

ば
な
い
理
由
は
。
イ
行
事
の
保

育
方
針
は
。
ウ
安
全
で
美
味
し

い
給
食
は
誇
る
べ
き
も
の
。
レ

シ
ピ
を
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
な
い
か
。

エ
異
年
齢
保
育
が
目
指
す
も
の

と
は
。
オ
市
長
は
廃
園
方
針
を

子
ど
も
に
ど
う
説
明
す
る
の
か
。

部
長
　
ア
共
に
過
ご
す
仲
間

で
あ
り
、
上
か
ら
教
え
る
の
で

は
な
く
伝
え
る
と
い
う
意
図
が

あ
る
。
イ
そ
の
日
に
合
わ
せ
た

取
組
で
は
な
く
、
丁
寧
な
毎
日

の
積
み
重
ね
の
延
長
に
行
事
が

あ
る
。ウ
研
究
し
た
い
。エ
年
齢

渡
辺
大
三

（
情
報
公
開
）

固
定
観
念
、
従
来
型
の
発
想

が
、
庁
舎
建
設
コ
ス
ト
を
割
高

に
し
て
い
る
。
大
幅
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
を
可
能
に
す
る
試
案
を
提

示
し
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

①
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
事
例
を
紹
介

（
高
浜
市
、
八
千
代
市
、
行
方

市
、
松
本
市
、
明
石
市
、
美
濃

加
茂
市
、
下
田
市
）。
②
自
治

体
Ｄ
Ｘ
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ

り
、
非
常
に
大
き
な
床
面
積
の

縮
減
が
可
能
。
③
人
口
規
模
と

庁
舎
床
面
積
は
あ
る
程
度
比
例

す
る
。
人
口
が
10
％
減
少
し
た

場
合
の
床
面
積
は
千
200
～
千
300

㎡
、
20
％
の
場
合
、
２
千
400
～

２
千
600
㎡
減
少
す
る
。
④
保
健

セ
ン
タ
ー
跡
の
床
面
積
は
２
千

300
㎡
で
あ
る
。
都
市
整
備
部
・

た
ゆ
久
貴

（
日
本
共
産
党
）

❶
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化

に
つ
い
て
、
東
京
都
が
18
歳
ま

で
拡
充
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。

市
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
る
中

学
３
年
生
ま
で
の
所
得
制
限
撤

廃
と
と
も
に
、
18
歳
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
を
早
急
に
所
得
制

限
な
く
行
う
こ
と
を
求
め
る
。

部
長
　
今
後
検
討
し
て
い
く
。

❷
聞
こ
え
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
高
齢
者

の
半
分
が
な
る
と
言
わ
れ
て
い

る
難
聴
は
、
認
知
機
能
が
低
下

し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
支

障
が
出
て
社
会
参
加
の
機
会
が

減
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
に
よ
り

う
つ
や
認
知
症
の
リ
ス
ク
も
高

ま
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
補
聴
器
は
平
均
で
30
万

森
戸
よ
う
子

（
日
本
共
産
党
）

❶
子
ど
も
や
若
者
の
間
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
発
達
に

よ
り
、
性
被
害
が
増
え
て
い
る
。

ア
ユ
ネ
ス
コ
は
科
学
的
見
地
に

基
づ
く
、
性
と
人
権
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
た
発
達
段
階
に
応
じ

た
包
括
的
性
教
育
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
を
作
成
し
、
普
及
・
啓
発
し

て
い
る
。
教
育
委
員
会
の
見
解

は
。
イ
都
の
命
の
安
全
教
育
の

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
な
い
か
。

ウ
産
婦
人
科
医
等
の
講
師
に
よ

る
学
習
の
場
を
設
け
る
べ
き
。

部
長
　
ア
包
括
的
性
教
育
は

推
進
す
べ
き
と
考
え
る
。
イ
ウ

来
年
度
産
婦
人
科
医
を
講
師
に

招
き
中
学
校
２
校
で
実
施
予
定
。

❷
前
原
町
三
丁
目
の
大
規
模

開
発
に
対
し
、
国
分
寺
崖
線
の

が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
は
限
定
的
で
は

な
い
か
。

部
長
　
ア
原
則
ノ
ン
カ
ス
タ

マ
イ
ズ
で
あ
り
、
カ
ス
タ
マ
イ

ズ
の
際
に
は
全
て
の
加
入
団
体

の
合
意
が
必
要
で
あ
る
。
イ
新

年
度
中
に
は
審
議
会
の
意
見
を

聞
き
、
条
例
改
正
を
行
う
。
ウ

法
に
照
ら
し
条
例
で
定
め
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
場
合
も
あ
る
。

❷
緑
セ
ン
タ
ー
野
外
調
理
場

の
移
設
問
題
の
協
議
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
①
市
民
同
士
の
協

議
の
場
を
設
定
、
②
実
際
に
使

用
・
検
証
し
方
向
性
を
協
議
、

③
実
現
に
向
け
た
検
討
と
運
用

の
協
議
組
織
等
の
設
置
を
提
案

す
る
が
ど
う
考
え
る
か
。

部
長
　
住
民
の
意
見
を
聞
き

検
討
す
る
。

協
働
の
推
進
は
軸
と
な
る
重
要

な
視
点
、
視
察
後
に
お
話
を
伺

い
な
が
ら
反
映
し
て
い
き
た
い
。

❷
浴
恩
館
公
園
の
野
外
調
理

場
を
指
定
管
理
者
の
自
主
事
業

に
位
置
付
け
る
こ
と
も
可
能
と

考
え
る
。
戦
前
に
あ
っ
た
青
年

団
講
習
所
に
お
け
る
田
澤
義
鋪

の
目
指
し
た
青
年
指
導
は
現
代

に
も
共
通
す
る
課
題
。
今
こ
そ
、

そ
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
浴
恩
館

公
園
を
生
涯
学
習
や
多
世
代
交

流
の
拠
点
と
位
置
付
け
る
べ
き
。

教
育
長
　
学
校
だ
け
で
な
く

年
代
を
越
え
て
熟
議
を
行
え
る

場
が
常
に
あ
る
こ
と
が
子
ど
も

達
に
豊
か
な
学
び
を
実
現
す
る
。

市
長
　
様
々
な
課
題
を
解
決

し
、
浴
恩
館
で
の
学
び
を
後
世

に
伝
え
、
発
展
さ
せ
る
た
め
に

引
き
続
き
努
力
し
て
い
く
。

べ
き
。
イ
放
射
線
副
読
本
と
チ

ラ
シ
の
問
題
を
把
握
す
べ
き
。

部
長
　
ア
小
・
中
学
校
の
教

員
が
活
用
で
き
る
よ
う
連
携
を

探
り
、
ま
た
、
見
学
に
つ
い
て

相
談
す
る
。
イ
研
究
す
る
。

■
そ
の
他
、
都
立
高
校
英
語
ス

ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
の
中
学
校

へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
非
常
に

課
題
が
多
く
実
施
す
べ
き
で
は

な
い
と
求
め
ま
し
た
。

の
違
う
子
ど
も
の
痛
み
や
喜
び

を
感
じ
る
豊
か
な
心
を
育
て
た

い
。市

長
　
オ
こ
の
場
で
適
切
な

言
葉
を
述
べ
る
の
は
難
し
い
。

❷
原
子
力
災
害
に
つ
い
て
問

う
。
福
島
原
発
事
故
で
は
金
町

浄
水
場
で
ヨ
ウ
素
が
検
出
さ
れ
、

乳
児
の
水
道
水
摂
取
が
控
え
ら

れ
た
。
ア
現
在
市
の
水
道
水
は

ど
こ
か
ら
来
て
い
る
の
か
。
イ

甲
状
腺
が
ん
を
防
ぐ
安
定
ヨ
ウ

素
剤
の
配
布
と
備
蓄
の
状
況
は
。

部
長
　
ア
地
下
水
系
の
上
水

南
給
水
所
が
現
在
整
備
中
の
た

め
、
多
摩
川
水
系
等
を
取
水
源

と
す
る
東
村
山
浄
水
場
の
割
合

が
高
い
。
イ
原
子
力
災
害
対
策

重
点
区
域
で
は
な
い
た
め
、
東

京
都
や
市
で
の
備
蓄
は
し
て
い

な
い
。

環
境
部
・
選
挙
管
理
委
員
会
な

ど
を
入
居
さ
せ
る
の
は
ど
う
か
。

⑤
文
書
を
死
蔵
す
る
倉
庫
は
庁

舎
の
中
に
は
不
要
で
あ
る
。

部
長
　
現
時
点
に
お
い
て
大

き
く
設
計
を
見
直
す
こ
と
は
難

し
い
。

市
長
　
ご
提
案
の
内
容
に
つ

い
て
、
現
時
点
で
具
体
的
に
検

討
し
て
い
る
状
況
に
は
な
い
。

合
意
形
成
が
必
要
と
認
識
し
て

い
る
が
、
ご
提
案
が
議
会
全
体

の
合
意
形
成
に
つ
な
が
る
か
は
、

現
時
点
で
判
断
が
つ
き
か
ね
る
。

■
こ
の
質
疑
は
３
月
１
日
に
実

施
し
ま
し
た
。
３
月
16
日
に
市

長
が
「
設
計
や
建
設
時
期
の
大

胆
な
見
直
し
も
含
め
て
議
会
と

協
議
」
と
の
新
し
い
方
針
を
表

明
し
ま
し
た
の
で
、
状
況
が
大

き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

円
と
大
変
高
く
簡
単
に
買
え
な

い
状
況
に
あ
り
、
保
有
率
は
14

％
で
あ
る
。
補
聴
器
購
入
費
へ

の
助
成
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
。

部
長
　
制
度
設
計
に
向
け
て

検
討
を
始
め
て
い
る
。

❸
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営

す
る
「
い
こ
い
の
家
」
の
閉

鎖
・
売
却
に
関
し
て
、
透
明
性

を
確
保
し
市
民
の
理
解
を
得
ら

れ
る
よ
う
市
と
し
て
社
会
福
祉

協
議
会
に
求
め
る
こ
と
、
も
と

よ
り
市
民
利
用
が
継
続
で
き
る

よ
う
に
、
市
と
し
て
維
持
運
営

に
必
要
な
費
用
を
援
助
し
て
い

く
こ
と
を
求
め
る
。

部
長
　
ご
意
見
と
し
て
承
り

た
い
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
理

事
会
で
の
協
議
を
見
守
り
た
い
。

緑
と
周
辺
住
環
境
保
全
の
声
が

上
が
っ
た
。
ア
擁
壁
３
ｍ
を
な

ぜ
認
め
た
の
か
。
イ
東
京
都
景

観
条
例
に
基
づ
き
、
開
発
区
域

の
緑
化
を
求
め
な
い
か
。
ウ
ま

ち
づ
く
り
条
例
に
国
分
寺
崖
線

を
守
る
規
定
を
補
充
し
な
い
か
。

部
長
　
ア
擁
壁
の
構
造
が
都

の
基
準
に
合
致
し
て
い
る
か
確

認
し
た
。
イ
国
分
寺
崖
線
区
域

は
都
の
景
観
基
本
軸
の
一
つ
で

あ
る
が
、
市
が
答
え
る
立
場
に

は
な
い
。
ウ
規
定
を
盛
り
込
む

こ
と
は
有
効
な
手
段
で
あ
る
た

め
、
研
究
し
た
い
。

❸
都
は
都
市
計
画
道
路
３
・

４
・
１
、
３
・
４
・
11
号
線
外

の
概
略
設
計
や
環
境
調
査
を
委

託
し
て
い
る
が
、
市
の
対
応
は
。

部
長
　
従
来
の
考
え
方
と
変

更
が
な
い
こ
と
を
都
に
伝
え
た
。

野
外
調
理
場
の
協
議
の

在
り
方
を
提
案
す
る

公
園
の
魅
力
向
上
策
と

浴
恩
館
公
園
の
未
来
を
問
う

生
活
困
窮
者
へ
の
居
住
支
援

を
／
放
射
線
副
読
本
の
問
題

公
立
園
の
保
育
方
針
に
つ
い

て
／
原
発
事
故
の
対
策
は

庁
舎
建
設
は
発
想
の
転
換
で

大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を

18
歳
ま
で
医
療
費
無
料
化
を

／
補
聴
器
へ
の
助
成
を

子
ど
も
な
ど
が
直
面
す
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て

3・11後の教育実践記録
原発被災校と3・11受入校
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小金井市はGPN会員として
印刷のグリーン購入に取り組んでいます

この議会報は再生紙を使用しています。※ごみ減量と資源の再利用にご協力ください。
この印刷物は、植物性インキ（石油系剤を利用するかわりに植物油を溶剤としたインキ）を使用しています。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

古
畑
俊
男
（
元
気
！
小
金
井
）

神
宮
外
苑
は
大
正
15
年
に
国
民
か

ら
の
寄
附
金
と
と
も
に
、
日
本
国
中

は
お
ろ
か
台
湾
や
樺
太
か
ら
の
献
木

と
勤
労
奉
仕
な
ど
に
よ
り
植
樹
が
な

さ
れ
た
、
日
本
最
初
期
の
近
代
的
な

都
市
公
園
で
あ
る
。
今
回
、
東
京
都

の
再
開
発
計
画
に
よ
り
、
当
時
の
多

く
の
国
民
の
思
い
が
こ
も
っ
た
約
千

本
の
大
木
が
伐
採
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。

よ
っ
て
、
市
議
会
は
、
東
京
都
に

対
し
、
日
本
を
代
表
す
る
文
化
的
景

観
を
保
全
し
、
既
存
樹
木
を
大
量
に

伐
採
し
な
い
計
画
へ
の
見
直
し
を
強

く
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

東
京
都
に
対
し
、明
治
神
宮
外

苑
地
区
の
歴
史
あ
る
緑
と
景
観

の
保
全
を
求
め
る
意
見
書

ロシアによるウクライナへの軍事侵攻に
対し断固抗議し、平和的解決を求める意
見書

ロシアによるウクライナ軍事侵攻により、多くの市民が犠牲にな
っている。国連憲章に反するものであり、平和秩序が壊されてい
ることに断固抗議する。日本政府は、軍事攻撃の即時中止と撤退
をロシアに求め、憲法の精神の下、対話外交を求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

デフリンピック東京開催を求める意見書

パラリンピックを超える歴史を持つ聴覚障害者イベントの開催に
より、聴覚障害者への理解と社会参加、情報アクセシビリティの
充実による共生社会構築に寄与することが期待されることから、
2025年夏季デフリンピックを東京で開催することを求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

７5歳以上医療費負担窓口負担 2割化を中
止することを求める意見書

2022年10月からの７5歳以上の医療費窓口負担の 2割化法案が可決
された。年収200万円以上が影響を受け、医療・介護の負担など
不安が増大している。本来、政府・自治体は国民の生命と暮らしを
守る役割がある。よって医療費窓口 2割化の実施の中止を求める。

× × × × × ○ ○ 議 ○ ○ ― ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

児童手当の所得制限撤廃を求める意見書

日本で生まれ育つ子どもたちには等しく支援が行われるべきであ
り、親の社会的身分（所得）次第で支援が受けられないという差
別は許されない。税制改正により合理性が失われた児童手当の所
得制限には保護者等の批判も大きく、これを撤廃することを強く
求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

都立高入試への英語スピーキングテスト
導入の延期及び再検討を求める意見書

生徒の採点の公平性が保たれない、入試の配点で英語の割合が他
教科より高くなる、個人情報の漏洩の心配があること、家庭の経
済格差が生徒の学力格差につながることが懸念されている。2022
年11月の英語スピーキングテストの実施を延期し再検討を求める。

× × × × × ○ ○ 議 ○ ○ ― ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ 原案可決

米軍基地における新型コロナウイルス感
染症のクラスター発生に対し徹底した対
策と日米地位協定の抜本的改定を求める
意見書

安心・安全な市民生活を守る立場から、米軍基地内の感染拡大防
止対策の徹底した確実な実施、感染者の発生した基地からの米軍
人並びに軍属の外出及び基地間移動を禁止すること、日米地位協
定を抜本的に改定し検疫法などの国内法を適用することを求める。

× × × × × ○ ○ 議 ○ ○ ― ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 原案可決

福島原発事故による汚染水海洋放出の実
施計画の変更認可申請の事前了解に関す
る意見書

放射性核種等の測定と情報公開、海底トンネル等希釈放出設備の
安全性が確認されるまで事前了解しない、汚染水海洋放出方針の
撤回、汚染水海洋放出決定を追記した放射線副読本配布の中止と
トリチウムの安全性を記したチラシを児童に配布しないことを求
める。

× × × × × ○ △ 議 ○ ○ ― ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 原案可決

原発をEUタクソノミーに含めないこと
を求める意見書

原発を気候変動対策とすることはEUタクソノミーの重大な害を
もたらさない原則に反する。原発は事故やトラブルを起こしやす
くコストが高く不安定で、使い続けると大量に電力を消費する社
会構造を促し、EUはエネルギーや社会を持続可能とする機会を
失う。

× × × × × ○ ○ 議 ○ ○ ― ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

新型コロナで大変な事業者に対し十分な
支援を行うことを求める意見書

オミクロン株による感染が広がり、多くの企業が倒産・廃業に追
い込まれている。加えて、原油など原材料価格の高騰が中小企業
を苦しめている。事業復活支援金を持続化給付金へと見直すなど
給付額を引き上げ、事業者に十分な支援を行うことを求める。

× × × × × ○ ○ 議 ○ ○ ― ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

「建築物省エネ法」改正案の今国会での審
議及び成立を求める意見書

選挙対策に重きがおかれ、「建築物省エネ法」改正案が提出されな
い見通しは遺憾だ。取組の前倒しと、削減目標達成のための更な
る努力と議論が必要だ。脱炭素社会実現のために重要な対策とな
る改正案を先送りせず、今国会における審議と早期の成立を求め
る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ 原案可決

東京都に対し、明治神宮外苑地区の歴史
ある緑と景観の保全を求める意見書

樹齢100年の樹木を多く含む約1,000本の樹木が伐採される神宮外
苑地区の再開発計画が都市計画審議会で認定されたが、都民への
周知は十分でない。都民の意見を十分に聴く場を設け、歴史的景
観を保全し既存樹木を大量伐採しない計画への見直しを求める。

× × × × × ○ △ 議 ○ ○ ― ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

介護職員の処遇改善に関する手続の簡素
化と対象職種の拡大を求める意見書

介護職の処遇改善に向けた臨時の報酬改定とともに、地域の介護
サービスを持続可能なものとするため、本年10月以降において新
設される「新たな加算」については、現行の 2つの加算の統合を
含めて一本化し、事務手続きの簡素化に最大限努めることなどを
求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

庁舎等複合施設の建設に向けて、市長と
市議会の協議の場において、着工可能な
成案を得られるよう全力を傾注すること
を表明する決議

市長は 3月16日、「設計や建設時期を大胆に見直すことも含め、市
議会と協議」と表明した。市議会は市長から求めのある「協議の
場」において、多様な意見交換を通じて論点を整理し、真に市民
の利益につながる、着工可能な成案を得られるよう全力を傾注す
る。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

第 5次基本構想に基づき、国分寺崖線の
緑と自然の保全を求める決議

議決された第 5次基本構想の「将来像」で、「自然を愛し、守り、
いかします」と決意を明らかにしている。小金井市が、第 5次基
本構想にのっとり、国分寺崖線の緑と自然を保全し、魅力ある街
づくりを進めることを求める。

× × × × × ○ ○ 議 ○ ○ ― ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 原案可決

○：賛成　×：反対　△：退席　―：欠席　議：議長（原則、採決には加わらず）
議
　
決
　
結
　
果

自 み 共 公 お 市 会 情 ネ 気 緑

清
水
　
が
く

吹
春
や
す
た
か

遠
藤
百
合
子

湯
沢
　
綾
子

五
十
嵐
京
子

岸
田
　
正
義

沖
浦
あ
つ
し

鈴
木
　
成
夫

村
山
ひ
で
き

た
ゆ
　
久
貴

寺
内
だ
い
作

水
上
　
洋
志

森
戸
よ
う
子

渡
辺
ふ
き
子

小
林
　
正
樹

宮
下
　
　
誠

白
井
　
　
亨

水
谷
た
か
こ

片
山
か
お
る

斎
藤
　
康
夫

渡
辺
　
大
三

安
田
け
い
こ

古
畑
　
俊
男

坂
井
え
つ
子件　　名 要　　旨（提案議員が作成）

意見書・決議の審議結果
※　可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　　み：みらいのこがねい　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会　　市：市民といっしょにカエル会
　　　　　　会：こがねい市民会議　　　　　　情：情報公開こがねい　　ネ：生活者ネットワーク　　　　気：元気！小金井　　　　　緑：緑・つながる小金井

全
員
協
議
会
を

開
催
し
ま
し
た

【
４
月
19
日
】

▼�　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
市
の
対
応
に
つ
い

て

【
３
月
24
日
】

▼
１　

�

各
部
会
の
状
況
報
告
に

つ
い
て

▼
２　

�

議
会
改
革
の
調
査
事
項

に
つ
い
て

広
報
協
議
会
を

開
催
し
ま
し
た

４月１５日
▽�東京都立川市
タブレット端末の導入と活用について
４月２５日、２６日
▽�愛知県知立市
議会モニター制度について、高校生議会に
ついて、議会のＩＣＴ化について
▽�愛知県江南市
市民と議会との意見交換会について、タブ
レット端末の利用について

委員会の視察先とテーマ
議会運営委員会 ５月２３日、２４日

▽�京都府亀岡市
かめおかプラスチックごみゼロ宣言プロジ
ェクトについて
▽�京都府宇治市
のりあい交通事業について
※�　過去の行政視察報告書は、議会図書室
（本庁舎４階）または情報公開コーナー
（第二庁舎６階）で閲覧できます。また、
行政視察報告書を市ホームページで公開
しています。

建設環境委員会 総
務
企
画
委
員
会

　
所
管
事
務
調
査
の
変
更

３
月
23
日
（
水
）
の
総
務
企

画
委
員
会
で
、
所
管
事
務
調
査

の
調
査
事
項
を
変
更
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。

【
変
更
前
】
産
業
振
興
に
つ
い

て
の
諸
問
題
の
調
査

【
変
更
後
】
産
業
振
興
及
び
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
の
諸
問
題
の
調
査

議
員
研
修
会

動
画
視
聴
で
実
施

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
子
ど

も
の
居
場
所
、
心
の
ケ
ア
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
西
野
博

之
氏
（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
リ

ー
ス
ペ
ー
ス
た
ま
り
ば
理
事

長
）
に
講
師
を
依
頼
し
、
動
画

配
信
の
形
式
で
議
員
研
修
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

講師の西野博之氏
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次の定例会は令和4年6月2日（木）開会予定です。

古畑　第５次基本構想案に掲げるみどりと水の環境整備については、美し
く質の高いみどりと水をまちづくりにいかすとあるが、市長の考えはどのよ
うなものか。
市長　国分寺崖線や玉川上水などの環境に恵まれたまちである一方、住宅
都市の側面からも宅地内の緑化指導等によりみどりの管理にも努め、自然と
都市が調和した人に優しいまちづくりを進めたい。

安田　ア新庁舎建設が進まないのは市長の決断力
とリーダーシップが著しく欠けているからではない
か。イ子どもが本来持つ力を引き出すには意見表明
や参加の機会が重要。子どもに関わる施策は子ども
にも意見を聞くべき。
市長　ア自分の資質について評価は難しい。イ子

どもの成長を促すために自己肯定感を高める豊かな
体験ができる基盤を作りたい。

水谷　施政方針では「信頼される行政運営に取り
組むべく、説明を尽くす」とあるが、市民からは「保
育園の廃園については説明も不十分、提案の仕方が
おかしい。他の市政運営についてもこんな強引な進
め方をされるのかと不安になった。」との声が届い
ている。市民の意見に真摯に対応していただきたい。
市長　私としては、これからも真摯な対応をして

まいりたい。
白井　施政方針に「常々大切にしてきました対話

の姿勢」とあるが、市長の行動そのものが、参加と
協働の理念やまちへの誇りや愛着を醸成するという
ことと真逆で、その機運すら減退させることに繋が
るのではないかと危惧している。真の対話に改めて
いただきたいがどうか。
市長　私自身の姿勢や行動についてもご理解いた

だけるように引き続き努力してまいりたい。

小林　昨年から事態が全く打開できておらず同じ質
問をする。コロナ禍において新庁舎建設が市民生活に
影響がでないという具体的な見通しは、いつ示される
のか。
市長　早い段階でお示しできるよう鋭意努力したい
と考える。中期財政計画は既にかなり変動が生じてい

ることをご理解賜りたい。令和７年度末、財政調整基
金残高が一桁にならないよう努力したい。
渡辺（ふ）　市政運営の基本政策である第５次基本

構想では、第４次で市が目指すべき根本目的としてい
た「市民の幸せの増進」を市民福祉の増進に置き換え、
市民公募で決定した愛称「小金井しあわせプラン」の
名称も捨て去ったことは、表現の後退ではないか。
市長　住民福祉の向上を分かり易く幸せの増進とし

たが、特別委員会の意見で同意語に修正した。

宮下　市の財政構造の弾力性を判断する指標である
経常収支比率は、西岡市長の就任時点と比べて、悪化
の傾向が続いている。今後も、歳入確保、歳出削減、
職員数削減を管理項目とすべきでは。
市長　新たな行革プランにおいても、従前同様、具

体的な取組の進行管理を行うとともに、職員数の適正
化等にも取り組む。強い危機感を持った計画として作
成中である。

村山　市長任期２期目の２年で達成したことは
何か。
市長　保育園の新規開園等で定員増を進め、令和
３年４月の待機児童は41人まで減少。武蔵小金井
駅南口第２地区再開発事業の竣工。福祉総合相談窓
口の開設。病児・病後児保育事業の拡充。義務教育児
医療費助成の所得制限を小学校６年生まで廃止。
コロナ発生後はワクチン接種に全力を挙げている。
村山　最上位計画である第５次基本構想につい
てアまだ議決されていない大変な状況が続いている
理由をどのように捉えているか。イいつ市長は議会
に対し、打開策を示すのか。このままでは３月３日
の特別委員会で総括質疑に入れない。ウ庁舎建設を
進めるに足る論拠を示し説得せよ。議会に対し説明
の場を作るべき。
市長　ア議会から新庁舎建設に関連する多様な意
見をいただいている。新庁舎建設の財源を含めた中
期財政計画案を示したが、財政見通しに対する不安
を払拭する環境をまだ十分に整えきれていないと理
解している。イ現時点では検討中であり、早い時期
に示せるよう引き続き努める。ウ合意形成に必要な
ことはやらなければいけない。真摯に受け止める。
村山　庁内人事についてア新たに副市長をもう 1
人任命し、庁舎問題の事実上のトップにする推進体
制を考えないか。イ民間企業との人材交流の拡充を
求める。ウ女性を管理職に登用し、ジェンダーバラ
ンスを配慮せよ。
市長　ア２人副市長制に向けて努力したい。イ非
常に有効な方策だと考えている。ウまずは係長職と
して活躍してもらう環境を構築することで登用につ
なげたい。

たゆ　新型コロナウイルス感染拡大の中で、誰一
人取り残さない、住民福祉の向上が求められてい
る。低所得者への給付金など市民と事業者への市独
自の支援策を行っていく必要がある。新型コロナウ
イルス感染症について、無症状者の無料のPCR検
査の延長、在宅療養者や医療提供体制の支援につい
て強化すべきである。
市長　今後も国や都の交付金を活用し、市の役割

を果たしていきたい。新型コロナウイルス対策はこ
れまでの取組を検証しながら、取り組んでいきたい。
水上　この間の「行革」は、学校給食などの委託

化、がん検診の有料化、難病者福祉手当の縮小など
だったが、財政効果は限界であると自ら認めてい
る。「行革」は市民生活の向上のために行うことが
最大の目的だ。委託化など見直すべきである。自治
体のデジタル化問題については、便利で効率的にな
ることは必要だが、現在国が進めている内容は、市
民の個人情報を民間企業などに提供するものである。
市長　自治体DX、公民連携アウトソーシング、

公共施設マネジメントに取り組んでいくことが重要
である。
森戸　市長は対話の姿勢を中心に据えるとしてい

るが、一方的な説明である。公立保育園廃園問題や
新庁舎建設について、パブリックコメントの声が反
映されていない。パブリックコメントの在り方を改
善するとともに、2015年市長選の公約である、「自治
基本条例」の制定が重要となっている。条例を制定
すべきではないか。
市長　パブリックコメントを出された市民の意見

を十分に検討する必要がある。２期目の市長選では
自治基本条例は含めていない。策定は考えていない。

坂井　「はけと野川を壊す都市計画道路」の記載が消えたのは、遺憾だ。
2020年度、2021年度と２年連続で記載があった。目下、策定中の都市計画マ
スタープランで、一定の姿勢を示しているのに、どういうおつもりか。
市長　私が、意図的に文章を外した経過はない。令和２年５月に都知事宛

に市長名で要望した内容に現時点で変わりない。あの中に私の思いは述べた。

片山　ア公立保育園廃園方針提案や説明会、パブ
リックコメントなどの準備行為は、具体的な影響の
ある準備行為ではないという担当課長の答弁を容認
するのか。イコロナ災害の中で整合性のない計画へ
の意見の求め方は市民からの信頼を失墜させる。改
めてほしい。
市長　ア担当と同じ認識である。イ市民の信頼を
損なうことのないよう、努力が求められる。

渡辺（大）　渋谷区では７年前、民間出身の副区
長を就任させ、役所に行かずに相談も手続もできる
庁舎を目指し、デジタル化を進めてきた。本市も庁
舎設計にデジタル化を反映させなければならなかっ
た。床面積の縮減にも非常に寄与する。早期に手を
打ち、設計に反映されていれば、大きな効果を生ん
だのではないか。
市長　これからしっかり取り組みたい課題だ。

遠藤　アはけのみどりを保全するための施策は。(ｲ)
庶民の暮らしや民俗学的事柄を表す基層文化の捉え方
は。
市長　ア法律や東京都条例を活用し特別緑地保全地
区や環境保全緑地に指定していく。イ地域史講座の開
催や、「小金井の石造物」の刊行。また文化財センター
の展示も基層文化につながり、郷土愛を醸成すること
からも大切なことと理解している。
清水　地域には複合的な問題があり、解決のため行
政の縦割りを打破すべく福祉総合相談窓口が開設され
たと考える。ヤングケアラーやケアラ―、認知症の家

族介護者の方々は、「介護」は家族が行わなければなら
ないと家族内で抱え込み表面化しづらい状況にあるが
今後の対応は。
市長　生活上の不安や課題解決に向け一人一人の状

況に応じた継続的な支援を行っていく。
湯沢　ア地場野菜の学校給食への利用拡大は関係者

の努力により一定のところに達した。更なる拡大のた
めに補助制度等の導入検討を。(ｲ)新たにいじめ問題対
策委員会が設置された。市や学校は責任を回避せず真
摯に向き合うこと。
市長　ア先進市の取組を参考に新たな補助制度を検

討していく。イ軽微な兆候も見逃さず子どもを守り通
す姿勢を見せていく。
吹春　行政運営では具体的なイメージが見えず、市

長としてのリーダーシップを感じられず残念である。
防災は僅か４行しかなく自助、共助、公助の言葉すら
無い。防災対策が十分で無い状況であれば防災に関す
る心構えを市長として施政方針で伝えるべきではない
か。
市長　災害対策への思いが十分に伝わっていない指

摘は真摯に受け止めさせてもらいたいと思う。
五十嵐　昨年11月に中期財政計画が示され、大変厳

しい財政状況から庁舎建設には一定の年数をかけてコ
ストダウンの検討をするように求め既に3か月、いま
だに回答がない。庁舎機能の改善を図るための説明は
少なく、黙って財政的な裏付けを待つ状況にはない。
市長　回答の時期を明確にするのは難しい。機能改

善に課題があることは承知している。

原稿は議員が作成しています

自由民主党・信頼の小金井

日本共産党小金井市議団

小金井市議会公明党

小金井をおもしろくする会

みらいのこがねい

市民といっしょにカエル会 生活者ネットワーク情報公開こがねい

緑・つながる小金井元気！小金井

令和４年度
施政方針に対する
各会派の質疑

２月20日の日曜議会で、各会派から市長
に対し、施政方針についての質疑を行い
ました。QRコードをスマートフォン等で
読み取ると、YouTubeでご覧頂くことが
できます。
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